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※本作品の舞台は半世紀昔の日本を髣髴とさ

せますが、あくまでもフィクションであり、

実在する歴史・人物・地名・団体・年齢など

とは一切関係ありません。また、現代では差

別用語とされる単語や糾弾されるべき思想な

ども、半世紀昔には（かろうじて）許容され

ていたものです。仮に、そうでないものがあ

ったとしても、それは登場人物の主観に基づ

くものであり、登場人物の性格付けに資する

以上の目的はありません。 

 

※この作品は教育漢字を原則として、例外的

に、縄とか鞭といったＳＭ必須漢字及び尻と

か股といった身体の部位を表わす漢字を使っ

ています。そのため、当て字を用いる場合が

あります。また、ヒロインの教育程度に合わ

せた誤用もあります。さらに厄介なことに、
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ヒロインが意図的に発するダジャレもありま

す（尻メツレツとか）。 

 以下に、当て字や誤記誤用の例を示します。 

・当て字（正しい表記） 

演段／逆待／流義／表白材（漂白剤）／変え

歯（替え刃）／暴発（爆発）／完腸／包しむ

／訓答（薫陶）／氷る／送入（挿入）／因質

（陰湿）／感ぐる／好例（恒例）／強列  

・誤記誤用（表現したかった意味）  

金貨（奇貨）／不得意要領／イカリ心頭に達

する／不明不休／門外不出（自動詞的用法）

／もんどり転がる／元日の三日目  

・なお、二十四時間を七万六千二百秒と記述

している箇所がありますが、ヒロインの暗算

によるものです。 
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着衣で卒業式  

 

「久保田聡子」 

 名前を呼ばれて聡子ちゃんが立ち上がり、

演段へ向かって歩く。ただひとりのフリソデ

姿は、とても人目を引いて――サチに向けら

れていたのとはちがう、ほほえましい色合い

の眼差しが注がれる。 

 聡子ちゃんは町会議員のゴレイジョウで、

今日はいちだんと取りすましているけれど、

サチは見ているんだからな。あなたがサチと

同じすっぱだかになって、五郎様の前で土下

座した姿を。 

 そんなことは忘れましたわって顔で聡子ち

ゃんが卒業証書の入ったツツをおしいただい

て、お辞ぎをしてから横へずれて後ろの人と

すれちがって、演段から降りる。  

 サチは最前列の左はしに居るんだけど、ず

っと名前を呼ばれない。最後の子が証書をも

らって演段を降りて席にもどってから、よう

やく呼ばれた。 

「白江
しらえ

祥女
さちめ

」 
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 卒業生も父兄も来ひんも注目の中、サチは

立ち上がって演段へ歩く。一歩ごとに、スリ

コギがオマンコをこねくり、荒縄の毛羽がメ

コ穴のふちをつきさす。コチンコに着けた名

札のピアスが太腿にけられてゆれて、そのた

びに小さなイナヅマが腰をくすぐる。乳首の

ピアスはセーラー服におさえられているので、

ほとんどゆれない。ガニ股で歩けば下半身も

すこしは楽になるけど、注目の的になってる

から、女の子らしく太腿をすり合わせて歩い

た。 

 校長先生の前に立ったときには、もう頭が

ぽわんとしていた。でも、証書をもらう前後

のお辞ぎは忘れたりしない。机に頭がぶつか

るくらいに、深々と上体をかたむけた。ので、

お尻は丸見え。縦に食いこんでいる荒縄も、

ケツマンコをふさいでいるヒョウタンも全校

生徒先生父兄来ひんに見られてしまった。の

で、胸がきゅううんとねじれて、腰が熱くな

った。 

 短い階段の上り下りが効いた。雲の上を歩

くみたいな感じで、さらし者の席へもどって。

ケツマンコをヒョウタンがおし上げるのを感

じながら、おしとやかに座った。 
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 校長先生の式辞とかは上の空のうちに終わ

って。心と身体がちゃんとイスの上にもどっ

たのは、来ひんの祝辞が始まったあたりから。 

「六年生のみなさん、卒業おめでとうござい

ます」 

 ちっとも、おめでたくなんかない。  

 教育委員会のナントカ代理って人、最前列

の左はしに座ってるサチをちらちら。どうし

ても目が吸い寄せられてる。そりゃそうだよ

ね。 

 晴れの式典だからって、いつもとちがう服

装の子が多い。といっても、どこかのオボッ

チャンとかオジョウサマといったのは少なく

て、三分の二くらいは進学先の制服。  

 サチも、その仲間だけど……こんなはずか

しい格好は、オレひとりだけ。胸当てが無く

て縄のブラジャーが見えてるし、すそが短く

てヘソも丸出し。 

 なんて序の口。スカートなんて輪切りの布

切れ。お尻のえくぼも足の付根のＹのはしっ

こも見えるくらいに引き下げて、やっと割れ

目がかくれる。ごくたまに街で見かける（と、

大だんな様が言ってた）ミニスカートっての

が、オトナの女の人でひざ上十センチとかせ
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いぜい二十センチだそうで――それでも、階

段を上がってるところに出くわすとパンティ

が見えないかと期待するんだって。大人なら、

ひざ上二十センチでも股下が十センチはある

ぞ。 

 サチは股下ゼロセンチだけど、絶対にパン

ティが見えない。はいてないもんな。  

 ナントカ代理の人。まだ見てる。じゃあ、

サービスしちゃえ――ひざの上に置いてたツ

ツを胸元にかかえこんで足を開いてあげた。 

 代理の人、ぎょっとした目つきになって、

あわててそっぽを向いた。 

 このほうが楽ちんだから、開いたままにし

とこう。 

 代理の人がサチの股の間に見たのは、スリ

コギのはしっこ。生理のときは一分半（五ミ

リ）の荒縄を二重に巻いてるけど、今日は二

分（七ミリ）を二重巻き。生理用タンポンじ

ゃなくて、純すいなオマンコ責め道具だ。オ

マンコの中がパンパンなのは平気だけど、メ

コ穴のふちに毛羽がチクチクつきささってく

るのが痛……気持ち良くて、もう縄はぐっし

ょり。 

 オマンコの中をこねくられたくないので、



- 8 - 

 

浅くこしかけてるけど、そうするとケツマン

コに逆さにつっこまれてるヒョウタンがケツ

マンコをおし広げようとする。前門のスリコ

ギ後門のヒョウタン――なんてじょう談を考

えられるんだから、まだ大じょう夫だよな。

完腸なんて初めて（なのに、大人用のイヂチ

クを三つだぞ）だけど、ケツマンコを使われ

る前にいつもリットル単位の水を注入されて

るから、メンエキになってるかな。 

 パチパチパチ…… 

 いつの間にか、代理の人の祝辞が終わって

た。卒業式は、エライさんが登場するたんび

に起立礼着席をしなくていいから、物足りな

い……なんて、絶対に思ってないぞ。座るた

んびにオマンコとケツマンコをつき上げられ

て痛い目には合いたくない。わざとそうしろ

とは、大だんな様もご主人様もサチに命令し

ていないから。 

 次の来ひんは、山の向こうの学校の校長先

生。サチたちの住んでる町は、一本の道路だ

けで陸とつながってる山（半島）の海側にあ

る。だから、大きな街があって鉄道が走って

るのは、山の向こう側ってことになる。 

 こっち側にも学校はあるけどへん差値が低



- 9 - 

 

いので、街にある学校を選ぶ子も多い。ご主

人様も、大だんな様に言われてしぶしぶ。  

 サチはご主人様のどれいでオモチャでペッ

トだから、お供させられる。向こう側だと、

さすがにすっぱだかはまずいってんで、でも

大だんな様の勢力下だから、こんな『制服』

を着ることになった。 

 とう明なレインコート以外の服を着るのは

十一か月ぶりだけど、こんなエロい服よりは、

いっそ全らのほうがいいや。身動きするたび

に乳首のピアスが布に引っ張られてし激され

る……のは、いやじゃないけど、気が散って

うっとうしい。こんなんじゃ行けないし。  

 いっそ、足を閉じて貧ぼうゆすりしようか

な。コチンコのピアスが気持ち良くなるし、

根元は二本の荒縄にはさまれてるから、毛羽

がチクチクするし。 

 でも、大勢の知らない人に見られながら行

くのは、いくらサチでもはずかしい。 

 もろ注目の的だものな。クラスも出席番号

も無視して、サチの席は最前列の左はし。来

ひん席の真ん前。しかも、ちょっとだけど他

のイスからはなされてる。 

 大だんな様は、サチのことをリトマス試験
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紙だっておっしゃってたけど、意味は分かっ

てる――と思う。サチが『性的に逆待』され

ている姿を見てどういう反応を示すかを、観

察してるんだ。 

 だけど、サチに同情して『救おう』なんて

考える人のすることは決まってる。三人きょ

うだいをばらばらにしてし設に放りこむんだ。

それくらいなら、サチひとりがぎせいになる。

一年前に、そう決心したんだけど……今じゃ、

ちょっとあやしくなってる。決心がじゃなく

て『ぎせい』のところ。 

 大だんな様やご主人様やおく様やお姉様、

他の大人にもクラスメートにも下級生にまで、

可愛がられたりイジメられたり（どっちも同

じ意味）するのが、そんなにいやじゃなくな

ってる。性的快感てのをあたえられるのはも

ちろんだけど、痛いことやはずかしいことを

されても、サチの身体で
．．．．．．

楽しんでるんだと思

うと、胸がきゅうんとねじれて、頭がかすん

でくる。 

 こういうのを、マゾヒズムとかエツ逆って

いううんだっけ。この一年間で、ずいぶんと

エッチな言葉を教えこまれた。サドマゾとか

エツ逆とか、オマンコとかメコ穴とかケツマ
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ンコとか。女の子に付いてる小さなチンチン

は、ほんとうはクリトリスっていうことも。

だけど、ご主人の五郎様は今もコチンコと言

ってるから、サチもそうしてる。でも、チン

チンの皮をむいたらキトウが顔を出すのと同

じで、コチンコも皮をむいたらピンク色の小

さな中身が出てくるのは、区別してサネと呼

んでいる。 

 サチが――今は、心の中で考えるときも、

できるだけオレは使わないようにしてる。う

っかり口にしたら、大だんな様に厳しくしか

られる。 

 それでお仕置をされるんだったら、わざと

言うかもしれないけど。サチのことはお見通

しだから、あまやかしてはくれない。 

 なんだっけ。そうそう。サチがエツ逆を受

け入れちまったのは、どれいになってから二

か月も経ったころだっけ。大だんな様のこと

を、サチたちの保護者だって信らいできるよ

うになったのが大きいかもしれない。  

 その一番のきっかけは五月十四日――父ち

ゃんと母ちゃんの四十九日のことだった。  
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両親の位はい  

 

 あの日、サチは犬小屋のクサリをはずされ

て、首輪は着けたまだたったけど、大だんな

様の許しをいただいて一か月ぶりに物置小屋

へ入った。 

 正太と美知は、ろう屋とたいして変わらな

かった小屋の中を、すみずみまでそう除をし

て学校から持ち帰った図画や古新聞で作った

人形なんかをかざって、貧ぼう人の子供部屋

くらいに仕立てていた。二組の布団はきちん

とたたんで小屋のすみに片付け、ミカン箱の

机も（二つでいいのに）三つきちんと並べら

れていた。両側の机には、教科書とかノート

とか並んでいるけど、真ん中のは牛乳びんに

差した古新聞の造花だけ。 

「ふん、これは手回しの良いことだ」  

 大だんな様が机の上に真新しい位はいを置

いた。 

「あの……これは？」 

「開けてみろ」 

 開ける……？ 



- 13 - 

 

 位はいを手に取って、前がとびらみたいに

なっているので、留金を外して開けてみた。

ぼろっちい布切れが入ってる。  

「これ……？」 

 なんとなく見覚えがあった。  

「父ちゃんのシャツだ！」 

 正太がさけんだ。 

「母ちゃんのスカートも！」 

 美知も大声を出した。 

「遺骨は、そう方の親族が持ち去ってしまっ

たが。それでは、あまりにおまえたちが不び

んなのでな。海上保安庁で保管していた証こ

品の一部をゆずり受けてやったのだ」  

 そして、大だんな様は位はいまで作ってく

ださった。 

「ありがとうございます」 

 サチは位はいを胸にだきしめて、初めて心

の底から大だんな様に感謝した。  

「うむ。しかし、忘れるなよ。ワシだけでな

く、家の者にもだ。逆らったら、こんな物は

捨ててしまうからな」 

 うぐ……セッカン覚ごで逆らうこともでき

なくなっちまった。でも、命に係わるような

無茶な命令はされないんだから、痛いのもは
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ずかしいのも我まんすればいい。つまり、ま

るきりこれまで通りだ。 

「はい、サチは大だんな様にもご主人様にも

おく様にもお姉様にも、決してさからいませ

ん」 

 なんのわだかまりもなく、そう言えた。実

際には、この後も位はいをおどしに使われた

りはしなかった。サチは厳しいセッカンにも

たえたけれど、同じことを正太や美知にする

ぞとおどかされたら、降参するしかないじゃ

ないか。 

 

 

正しい着け方  

 

 位はいをいただいた三日後だっけ。大だん

な様のとりなしで、サチたちはおやしきのお

風ろを使うことを許していただいた。サチに

とっては、お風ろでご主人様に持て遊ばれる

日々の復活でもあったし、大だんな様の背中

も流すようにもなって、それは月に一度か二

度だけど、必ず後でおく様とお姉様のコンビ

から厳しいセッカンを受けた。そして、セッ

カンでもオマンコをぬらすようになってたか
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ら、ますますおく様をおこらせて――竹尺を

刀のヤイバみたいにしてオマンコをたたかれ

るだけじゃなくて、首輪のクサリを鞭にした

り、立ち木にしばり付けて、乳首とコチンコ

のピアスから先の部分を洗たくバサミではさ

んだまま朝まで放っておかれたりもした。  

 お風ろを許していただいた最初の晩は、つ

らかった（けど、軽く行っちまった）。大だん

な様とご主人様がいっしょに一番風ろを使っ

て、サチは二人の背中を流すように命じられ

た。のは、おく様への建前で。サディストの

父親から見習サディストの息子への教習だっ

た。 

「前から気になっておったが、おまえはピア

スの着け方をまちがえているぞ」 

 この『おまえ』は、ご主人様とサチと、両

方らしい。 

 大だんな様の命令で、サチはタイルゆかに

あお向けにねて、五郎様にコチンコのピアス

を外していただいた。新しく着けていただい

てるピアスは金属の輪っかが太いし、はしっ

こが球になっているので、外すのが難しい。

しかも、コチンコを引っ張りながら輪っかを

回すものだから、痛くてうめき声をおさえら
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れなかった。 

「包皮にまで穴を明けてしまっているが……

まあ、なんとかなるだろう」 

 サチは自分の手でコチンコの皮をむいて、

根元へおし下げた。サネに明いている穴に直

接、ピアスが着けられた。先っぽのいちばん

びん感なところがむき出しになって、ほんの

ちょっと息をふき付けられただけでも、ビク

ビクッとイナヅマが走る。 

「ナイロンか絹のパンティをはかせてやると

面白いのだがな」 

 身体を動かすたびに、やわらかな生地が先

たんにこすれて、大だんな様の言い方だと「行

きっぱなし」になるんだそうだ。  

「しかし、昭江をおこらせると、とばっちり

を食うのはサチだからなあ」 

 そんなに気持ち良いのなら体験してみたい。

とばっちりだってかんげいしてしまうんじゃ

ないだろうか。竹尺をオマンコにたたきこま

れたら、すごく痛くて泣いちゃうけど、いつ

までもじんじんしてオマンコのおくまで熱く

なる。 

「まあ、そのうち工夫をしてやるか」  

 この工夫というのが実現するのは、サチの
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誕生日――来年になってからのことになる。

でも、外を引き回されるとき風にふかれたり

すると、もらしそうになるほど気持ち良いし、

セックスのときに男子のお腹で（オトナにさ

れるときにはジンジロ毛で）こすられたりす

るのも素敵だから――そのために
．．．．．

パンティを

はいてみたいとは思わなかった。もちろん、

オマンコを丸出しで外を歩くなんて、ものす

ごくはずかしくて慣れることはなかったけど、

これがサチのトレードマークだって気にはな

ってきて。はずかしくてぬらしながら歩くん

じゃなければ楽しくない――なんて、いつの

間にか思うようにはなっていたかな。  

 

 

おだやかな日  

 

 五月の飛び石連休は、大だんな様たちはレ

ジャーとかバカンスには行かず、家でのんび

りとくつろいだ。その分、サチは大だんな様

にもご主人様にもおく様にもいじめて可愛が

っていただいたけど。 

 新しいオモチャだって、最初は夢中になっ

て遊ぶけど、だんだん他の遊びもするように
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なって、つまらないオモチャだったら、ずっ

とオモチャ箱の中に放りこみっぱなし。お気

に入りのオモチャだって、たまに遊ぶくらい

になるよな。サチは、ご主人様のお気に入り

のオモチャだったから――忘れられたりはし

なかった。ご主人様は気前よくオモチャを友

達に貸す人だから、サチで
．
遊んでくださるの

は週に二回か三回だった。毎日じゃなくなっ

たから、身体も心も休まるようになった。  

 決してさみしくなんかなかったぞ。サチで

遊ばないときも、犬を散歩させるのと同じで、

外で遊ぶときには必ず連れて行ってくれた。

客観的には引き回されたって言うべきだろう

な。 

 たとえば、六月の最初の日曜日。ご主人様

は本物そっくりで実際に飛ぶ模型飛行機を持

ってるけど、久しぶりにこれを飛ばそうって

なって。取り巻きやそうでないクラスメート

にも声をかけて、原っぱで飛ばしっこをした。

サチもご主人様のお供をした。  

 この日は首輪でクサリにつながれただけで、

手もしばられなかったしヤジロベエにもされ

なかった。乳首とコチンコの名札ピアスだけ

で、なんだか物足りない気分になっちまった
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のは、我ながら不思議だったな。通学のとき

だけはくつをはかせてもらえるけど、今はは

だし。なので、小石とかふんづけると痛いし、

ぶつけるとつめをはがすから気をつけて歩い

たけど。くつをはいていて、その心配がなか

ったら、はだかにばっかり意識が集中して、

もっとはずかしかっただろう。  

 いつもはサチに荷物を持たせるご主人様だ

けど、模型飛行機にはさわらせてももらえな

かった。 

 集まったのは、当然だけど男子ばかりが十

数人。他の子も模型飛行機を持って来てたけ

ど、みんなライトプレーン。竹ひごを曲げて

紙をはったつばさと、細い木の棒のどう体。

だが子屋で売ってるしょぼいのを持って来た

子もいたぞ。それでも、プロペラを指で回し

てゴムを巻いてから投げ上げると、何秒か（竹

ひごを曲げた本格的なのは十秒以上）上しょ

うしてからプロペラが止まって、空中をすべ

り降りてくる。 

 けど、ご主人様のはちがった。格好いいだ

けじゃない。つりに使うリールがあるだろ。

糸巻みたいなのじゃなくて、手元のハンドル

を回すと、どんどん糸をたぐりこむやつ。あ
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れに似た器械の先っぽが『？』の形になって

て、そこに模型飛行機のゴムをひっかけて、

何倍にものばしてから何百回と巻いていくん

だ。ゴムが二重三重のコブになる。  

 これを飛ばすと、何十秒もプロペラが回っ

て、豆つぶみたいに小さく見えるまで上しょ

うする。大きくせん回しながら、ゆっくりと

風下へ飛んでく――のを、ワアワアはやし立

てながら、みんなが飛行機の通りにぐるぐる

回りながら追いかける。あ、ご主人様だけは

風下へ向かってゆっくり歩いてたな。 

 サチはぼけっと見物してるだけ。退くつだ

しお日様はあったかいし風は気持ちいし。初

夏の草っ原でね転がってた。だって、つっ立

ってたら通りがかりの人にはだかを見られる

し、コチンコに風が当たるとむずむずして自

分でイタズラしたくなる。地面すれすれだと

風もふかないから、安心だ。手をしばられて

ない自由をマンキツしたいから、大の字にな

ってた。通りすがりの人には見られたくない

んだけど、見てほしいって気持ちもあるから

……お股を開いてると、だれかに見られやし

ないかってスリルがあった。 

 だけど、のんびりしてられたのは一時間と
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続かなかった。模型飛行機とサチとでは、サ

チのほうが新しいオモチャだ。  

 みんなが思い思いに自分のライトプレーン

を飛ばすのにあきると、ひとかたまりになっ

て、ご主人様のオモチャで遊び始めた。ご主

人様のオモチャったって、本物そっくりの模

型飛行機じゃないほうだぞ。こっちはこわれ

やすい宝物だから、取り巻きにだってさわら

せないんだ。そして、サチはこわれにくいし、

宝物じゃなくてどれいだ。 

「せっかくメス犬を連れて来たんだ。遊ばせ

てやろう」 

 ご主人様が言い出して、きっとエッチなこ

とだと思うから、子分じゃなくても賛成する

よな。 

「これ、ちょっともったいなんだけどな」  

 そう言いながらご主人様が取り出したのは、

模型飛行機の予備のゴム。はばが三ミリくら

いある平べったいやつで、輪ゴムなんかとは

ケタちがいに強いってことは、すぐに分かっ

た。 

 サチを四つんばいにさせて手を折り曲げ、

二重にしたゴムで片方ずつぐるぐるしばった。

引きのばしながら巻き付けられると、縄でし
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ばられるよりもきつい。びくとも動かない。

足も折り曲げて同じようにしばる。四つんば

いは四つんばいでも、前足が二の腕だけにな

るから、前へつんのめりそうになる。すねが

地面に着いていれば、身体を後ろへ引いて上

体を起こせるけど、これだと出来ない。なの

に。 

「よし、チンチンをしてみろ」  

 だから、出来ないんだってば――てのは、

聞いてもらえないから。 

 えいっ……手をつっ張ってお尻を後ろへ引

いて、反動をつけて身体を起こした。ら、や

っぱり無理で。あとちょっとってとこでふん

張れなくて、ドサッとたおれた。  

「……！」 

 ひじから小指まで電気が走った。気持ち良

いときの電激とかイナヅマじゃなくて、神経

がピリピリするやつ。 

「運チなやつだな」 

 ご主人様がサチのおさげを引っ張って、身

体を起こしてくれた。 

 あ、一週間ほど前から、サチはかみを二筋

の三つ編みにしてる。大だんな様の命令。半

ズボンで男子もどきだったころは、母さんの
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言いつけでかみをのばしてはいても、お下げ

だけは断固きょ否してたんだけど。今は別の

理由でお下げがきらいだ。というのは、思い

切り手をねじ上げて、お下げでしばるなんて

無茶をされるから。顔が上向いちまうから、

ひざまずくとオチンポをおねだりしてるみた

いで……胸ドキドキでオマンコじんわり。だ

から、きらいなんだよ。ほんとだぞ。 

 正座した形になって、両手を前につき出し

たけど、我ながら犬のチンチンとは似ていな

いと思う。しょうがないから、口を半開きに

して舌を出して。 

「へっ、へっ、へっ……」 

 サービス精神王盛だなあ。でも、ご主人様

もみんなも、ちっとも喜んでくれない。ズボ

ンの前もふくらまさない。いつもサチに、痛

いことやはずかしいことをさせてるから、こ

んなのって気のぬけたサイダーだよな。 

「よし……マンマン」 

 え？ マンマン？ 

 そんなの、聞いたこともない。ていうか、

オチンポがチンチンで、オマンコはマンマン

だけど。 

 しょうがないから、ひざ立ちは出来なかっ
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たので、座ったまま足をうんと開いて、腰を

カクカクふってみた。 

 やっぱり、ご主人様は面白くなさそう。  

「こいつ、メス犬失格だ。そうだ、ポニーガ

ールにするぞ」 

 わけ分かんないことを言い出した。どうせ、

ＳＭキタンって本の受け売りだろう。  

 ポニーてのは、子馬のこと。女の子を馬に

見立てて、馬だから当然はだかで、いろんな

装具を着けさせて、馬車を引かせたり人を乗

せて走らせるんだと、ご主人様が得意満面で

みんなに説明する。 

 だけど、変だな。カウボーイてのは牛飼い

のことだぞ。ボーイとガールで立場が反対に

なるのかな。 

 ご主人様は、サチから首輪を外した。馬が

首輪をしてちゃおかしいものな。サチを四つ

んばいにもどして、背中に乗ったんだけど。

ご主人様の足が地面に着いちゃう。折り曲げ

ても、ご主人様はサチより背が高いから、ひ

ざ立ちにしかならない。 

 足を前へのばしてみたり、お尻の上までず

れてみたりして――足を内側へ曲げて、ふく

らはぎでサチのおっぱい（ささやかだけど、
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ふくらみ始めてるぞ）をおしつぶす形にしや

がった。名札のピアスがこねくられて、痛気

持ち良いのは、がまんするけど。馬だからっ

てんで、お下げを手づながわりに引っ張るの

は、やめてほしい。 

「ハイヨー」 

 ぺちんとお尻をたたかれて、しょうがない

から遊びに付き合ってやった。自分より重た

いご主人様を乗せて、ふつうに四つんばいで

歩くんだって、難しいんだぞ。なのに、手足

を折りたたまれて、二の腕と太腿だけで歩か

なきゃならない。 

 他の子たちが、おとなしく見物するわきゃ

ない。模型飛行機を追いかけるみたいに、サ

チのまわりをぐるぐる回りながら、ついて来

る。 

「馬のくせに、人間よりおそいや」 

 からかわれて、カチンとくるのはご主人様。

とばっちりを食らうのはサチ。 

 子分に首輪を持ってこさせて。  

「ハイヨー」 

 ヂャヂン！ 

 クサリでお尻をたたいた。でも、不自然な

体勢だし、ご主人様の手はサチのお尻のすぐ
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近くでクサリをふり回せないから――ナワト

ビよりも痛くなかった。 

 ご主人様の面目をつぶしたくなかったから、

がんばってスピードを上げようとしたら。つ

んのめって転びかけて、ご主人様をふり落と

しちゃった。 

「こんなジャジャ馬に乗ってられるか。ロデ

オ大会に変こうだ」 

 こりないんだね。 

 選手の一番手はよりによって、取り巻きの

中でいちばん体格の良い中村友也くん。サチ

をまたいで、どすんと腰を落としやがった。  

「ぐえっ……」 

 つぶされたカエルみたいな声を出しちまっ

た。 

 仕返しをしてやれ――という気持ちよりも。

ご主人様をふり落としちまったんだから、子

分もみんなふり落とさないと、やっぱりご主

人様の面子が立たないよな。 

 だから、思い切り反動をつけてサオ立ちに

なってやった。けど、手応え（この場合は腰

応え？）が無かった。それもそのはず。地面

に足を着けて、立ち上がってやんの。 

「反則だろ」 
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「ちゃんと乗ってろよ」 

 ご主人様が判定を下すより先から非難ゴー

ゴー。で、やり直し。 

 サチはまたサオ立ちになると予想したんだ

ろう。身体を起こせるならやってみろとばか

りに、友也くんは肩ぎりぎりに腰を落として。

お下げはつかまなかった。ので、両手を前へ

投げ出してお尻をはね上げてやったら。自分

の目方で転げ落ちちまった。 

 ご主人様は、大喜び。別に、オマンコポン

ポンとかはしてくれなかった。  

 オマンコポンポンてのは、ふつうの感覚だ

と頭ナデナデかな。大だんな様がときどきし

てくださってるのを見て、ご主人様も真似し

だした。オマンコポンポンでもほめ足りない

ってときは、中指をメコ穴につきさしてくだ

さる。 

 だっ線しちった。 

 サチは本気で暴れて、全員をふり落として

やった。おかげで、ひじもひざもすり傷だら

け。お屋しきへもどってから、ご主人様がヨ

ーチンで手当てしてくれた。傷に染みて一年

生だったら泣くだろうけど、サチは六年生だ

し、乳首やコチンコやオマンコにも何度かぬ
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られてたから、もちろん泣かなかった。  

 

 そうそう。五郎様はサチよりも八か月早く

誕生日をむかえた。万国博もお年玉も要らな

いって約束でサチをどれいにしたんだけど、

誕生日のプレゼントは、しっかりもらってた。

なんと、英語で書かれた全三十五巻の百科事

典だそうだ。見せてもらえなかったけど、さ

し絵がすごくきれいで、なんて書いてあるか

自発的に英語を勉強するように……なるはず

がないだろ。大だんな様も息子のことは分か

ってるから、大学生の家庭教師がオマケにく

っついてた。 

 この人は山の向こうから来る人なので、サ

チを見せびらかしちゃまずいと、ご主人様も

考えたんだろう。家庭教師が来るときは、サ

チは犬小屋、正太と美知は物置小屋から絶対

に出るなと言いつけられた。 

 大学生は、若い大人だよな。オトナの人の

セックスて、サチは大だんな様しか知らない

し、それもお尻だけ。興味はあったけど、さ

すがに大だんな様とご主人様とおく様の三段

重ねの厳命を破ってみる無鉄ぽうは包しんだ。 

 ――オトナの人がガキに対してどんなセッ
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クスをするかは、秋祭りのときにイヤってほ

ど知らされた。 

 

 

雨の日も全ら 

 

 全らでの生活にも慣れちまって、登下校中

に顔見知り（向こうに言わせればオマンコ見

知りだな）の大人とすれちがったくらいじゃ、

胸に波風すら立たなくなってきた。港まで引

き回されて、なじみの小父さん小母さんから

同情の目で見つめられるのは、オマンコはか

わいたまま胸がチクチクするけど――大だん

な様の会社で何をされるか、そっちを期待な

んかしないでおびえている。ということにし

ておく。 

 そんなふうに心は慣らされてったけれど、

身体のほうは慣れないままだった。季節の変

わり目ごとに、それを思い知らされる。その

最初が梅雨だった。 

 梅雨になっても、ヤジロベエは続いていた。

背中にわたした竹ザオに両手を広げてしばり

付けられ、左右に二個ずつランドセルをつり

下げられるやつ。 
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 ランドセルはぬらしちゃいけないからビニ

ールシートで包むんだけど、サチはぬらして

もかまわない。せめて、カサを背中にくくり

付けてくれよ。びぢょぬれになって、強い風

にふかれたりしたら、夏が目の前だっていう

のに、こごえ死にそうになるほど寒い。 

 学校に着いて、げた箱の所で身体をふくと、

もっとみじめになるけど、人心地は取りもど

せる。というのも、タオルなんかどこにも無

いから、備え付けのゾウキンで身体をふかな

くちゃならない。ぬれた足をふくためのゾウ

キンだぞ。学校の全員から足の裏をぺたぺた

おしつけられてる気分だ。 

 ご主人様は、さっさと教室へ行っちゃって

るから、ものすごく心細いしはずかしい。こ

れは大だんな様の命令でしてることだって、

思って。それでも足りないから、ほとんどぬ

れてないオマンコの中までゾウキンをねじこ

んで、ちょびっとだけ身体を温めたりする。  

 登校よりは下校がつらい。お屋しきへの坂

道のとちゅうにくぼ地がある。日当たりが悪

いのと土の性質かな。あまり草がはえてない。

ふだんはどうってこともないけど、雨が続く

とまわりから水が流れこんで、どろぬまにな
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る。雨が上がっているかカサも要らない小降

りのときは、ここでどろんこ遊びをさせられ

る。 

 そのかわりヤジロベエをおしまいにしてく

れるから、雨ですべりやすくなってる坂道を

重い荷物を持たされずに両手でバランスも取

れるから――苦あれば楽ありだ。一難去って

また一難のほうが当たってるけど。  

 だいたいは的当てオニだな。デパートの屋

上とかにあるやつ。オニの人形の腹に的が書

いてあって、投げたボールが命中すると「ウ

ウウー」とうなって、目玉の電球が光る。そ

のオニがサチで、ボールはどろ団子。おへそ

に当たれば「ガオオ」ってさけぶ。 

 石入れは禁止だから、安心して顔をねらっ

てくるガキもいる。ご主人様はガキじゃない

から、ピアスねらい。痛いたって高が知れて

るから、当たっても小さなうめき声くらいで

こらえる。 

 最初は両手を広げて両足をふん張ったポー

ズ。オニというかロボットだな。そのうち、

エッチなポーズを命令される。ラヂオ体操の

上体反らしみたいなやつとかブリッジとか。

そうなると的はオマンコになる。命中するだ
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けじゃダメで、どろ玉が中まで入って金的に

なる。金的ってキンタマの意味もあるから、

ポーズを取りながらくすくす笑っちゃうこと

もある。金的に命中したら、「ガオオ」じゃな

くて「アッハーン♡」だ。でも、さすがに本当

に痛いので。 

「きゃあっ……アッハーン」て、なっちまう。  

 ご主人様もふくめて、サチが痛いのをこら

えて演技してるんだと思ってるみたいだけど。

サチは、ナワトビや竹尺でメコ筋をたたかれ

ても、「きゃああっ……あああんん」とか「ひ

いいっ……い、いいい」になっちまうんだか

ら。ぬるっとした固まりがメコ穴にごう速球

でたたきこまれるのは、ほんとうに気持ち良

いんだ。 

 でも、内しょにしとく。そんなことがご主

人様に知れたら、どんな無茶をされるか分か

ったもんじゃない。されてみたいって、思わ

ないこともないこともあるかもしれないよう

な気がしないでもないけど。 

 うん。大だんな様には、わりと早くから見

ぬかれてたと思う。でも、サチは五郎様のオ

モチャだし、大人がガキで
．
遊ぶのは社会的に

良くないことだから、あんまりサチを喜ばし
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てはくれなかったな。 

 その他のどろ遊びは、シンクロナイズどろ

スイミングのソロ演技とか、カエルごっこや

カッパごっこ。ほんとは、ご主人様も取り巻

き連も、はだかになってどろまみれになりた

かったんじゃないかな。サチがどろの中を転

げ回るのをうらやましそうに見てたんだから。 

 どろぬまに入らなくても、服もくつもよご

れるから、遊びが終わったら解散。サチは自

分のランドセルを――背負うとよごれるから

手にぶらさげて、ご主人様の後についてくだ

け。 

 でも、お屋しきへ帰ってからがめんどうだ。

チヨお姉様にお願いして、大きなバケツに何

ばいも水をもらって、どろだらけの身体を洗

わなくちゃならない。オマンコの中のどろを

指でかき出すのは、みじめだけど気持ち良い。 

 身体がきれいになったら、犬小屋で休んで。

学校で習ったことを空で思い出して復習。雨

もりがするから教科書を広げられないし、ノ

ートもえん筆も新しいのを買ってもらえない

から、弟と妹にゆずってやった。サチは授業

中に書き取りや筆算をしなくても、しかられ

ないものな。 
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 正太と美知には、きちんと勉強して将来は

独立してほしい。 

 なのに、姉の心弟妹知らずだよ。雨にぬれ

るお姉ちゃんがわいそうだからって、自分た

ちもはだかになって犬小屋でいっしょにねよ

うとする。 

 鼻のおくがきなくさくなったけど、心をオ

ニにしてしかりつけた。 

「お姉ちゃんは、どれいごっこやはだかんぼ

うが大好きな、変態になっちゃったんだ。お

まえたちは、こんなふうになっちゃダメだ。

きちんと服を着て、しっかり勉強して、父さ

んと母さんを悲しませないようにしろ」 

 オレは、心にも無いことは何ひとつ言って

ない。変態のマゾになっちまったのも事実だ。

でも、受け取り方はそれぞれだ。ふたりは鼻

をすすり上げながら、小屋へもどって行った。 

 

 

弟妹の身代り  

 

 オレの願いが届くのは正太と美知だけで、

他のやつらから見れば、二人も山持家の世話

になってることに変わりはない。姉が山持家
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のどれいなら、そのきょうだいもどれいだろ

う。まだ使えない
．．．．

から飼い殺しにされてるん

だろう。そう感ぐるのが当然だ。 

 それをイヤってほど思い知らされたのも、

梅雨に降りこめられた日だった。 

 その日はすごい土砂降りで、次の校内放送

があるまで下校を見合わせるってことになっ

た。男子は外で遊ぶのが好きなのに、それが

出来ない。退くつだけど、手元には絶好のオ

モチャがある。学校の中だと、相当な無茶を

しても（救急車を呼ぶほどでもない限りは）

おとがめ無し。 

 なので、久しぶりに『校内引回しの刑』ご

っこをしようってご主人様と取り巻き連とが

衆議一決しちまった。もちろん、主役のサチ

の意見なんか聞いてもらえない。  

 ＳＭの雑誌は父親公認になったから、ずい

ぶん勉強したんだろうな。後ろ手にしばって

首輪のクサリで引き回すなんて生易しいもん

じゃなくなってた。 

「浩二、ビリビリブザーてのを作ってたな。

あれを二つ持って来いよ。それとリード線を

二十メートルくらい」 

 ご主人様が、目をきらきらさせながら、安
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西浩二くんに命令した。元々は取り巻きって

ほどでもなかったのに、サチで遊べるからタ

イコを持つようになった。 

「ダメだよ。部活の備品は、勝手に持ち出せ

ない」 

「オレが借りたいって、モーターに言えよ」 

 モーターというのは、門田勝幸先生こと。

科学部のこ問にぴったりのあだ名だ。 

 浩二くんが理科室へ行ってるあいだに、ご

主人様は取り巻き連に命じて十字かみたいな

物を作らせた。 

 黒板用の大コンパス。ツマミのある「人」

の字形じゃなくて足の長さが同じ「ヘ」の字

形をしてるから、支点のチョウネジを外すと、

頭が半円形をした四角い棒になる。頭から三

十センチくらいのところへ、片手ホウキを直

角にくくりつける。 

「アシを開けよ」 

 うう……この命令だけで、何をされるか分

かっちまう。けど、コンパスの足は一辺が四

センチの正方形だぞ。対角線の長さだと五セ

ンチ半だっけ。大だんな様のオチンポだって、

そんなに太くない。 

 それを無理矢理にでもつっこまれると……
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思うだけで、コチンコが固くすくみ上がって、

オマンコがじんじん熱くなってくる。 

「ぎいいいいっ……痛いいっ！」 

 悲鳴を上げたけど、ズブズブッとおしこま

れちまった。正方形の角でオマンコを切りさ

かれるようなするどい痛みと……オマンコが

破れつしそうなにぶい圧ぱく感。 

 水平になってるホウキのえは、足を開いた

ポーズで、ひざの裏にしばり付けられた。仁

王立ちのまま、びくとも動けない。いや、動

こうと思えば動けるけど。オマンコを内側か

らえぐられて、にぶい痛みが走る。 

 そこへ浩二くんがもどって来た。小さな板

の上に組み立てたブザーが二つ。五年の理科

の授業で作ったやつより、ずっと本格ぽい。

「ロ」の字形の鉄板にエナメル線を巻いた部

品は変圧器みたいだけど、かん電池は直流だ

ぞ？ 

 ブザーには、それぞれ二つの単子がある。

そこに長いリード線が取り付けられて――線

のはしが、ピアスのリングに巻き付けられた。

乳首のピアスに一本ずつと、コチンコには二

本。 

「サチは、これからリモコン操縦のロボット
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だ」 

 ご主人様がブザーのスイッチをおした。  

 ひﾞいﾞいﾞいﾞいﾞ…… 

「きゃあっ！ つううう……！」 

 二段構えのショックだった。  

 乳首とコチンコに電激が走ったのが「きゃ

あっ！」 

 コチンコをいじられたときの快感の電激と

か、ひじをぶつけたときの比ゆ表現じゃない。

本物の電気ショックだ。百ボルトだと死んだ

りするから、何十ボルトってとこか。内側か

ら無数の針でえぐられるような、これまでに

感じたことのないショックだった。 

 反射的に胸とお股をかばってしゃがみこも

うとして、大コンパスがゆかにぶつかってお

股のおくをつき上げられた激痛が、後半の「つ

ううう……！」だ。 

「大げさだなあ。びっくりはするけど、女子

部員だって、そんな大きな悲鳴は上げなかっ

たのに」 

 浩二くんが笑ってる。 

 科学部での実験だろ。指でさわったとかに

決まってる。他の部分の何十倍もびん感な乳

首やコチンコに通電したはずがない。くそ、
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オチンポに通電してみろ。泣きさけぶほうに

一万ガバスだってかけてやる。 

「今のは左へ回れって意味だ。右だけなら右

せん回だぞ。そして両側なら前進だ」 

 ひﾞいﾞいﾞいﾞいﾞ…… 

 ひﾞいﾞいﾞいﾞいﾞ…… 

「きゃあﾞあﾞっ……！」 

 両方の乳首とコチンコ。コチンコは、さっ

きの倍くらい強いショックだった。両手でお

股をかばって……しゃがみこむのだけは、ぎ

りぎりでこらえた。 

「手がじゃまだな。だれか、糸を持ってない

か――女子は？」 

 裁法は女の子のたしなみだし、ボタンが千

切れたら男子みたいに平然とはしてられない

から、高学年の子なら、針と糸は常備してる。

例外は（今だけでなく、ずっと前から）サチ

くらいかな。 

 だけど、女の子を（どうやってかは分から

ないけど）いじめる手助けをするはずが……

あった。 

「これで、いいかしら。何をするのか、見せ

てね」 

 久保田聡子ちゃんが、糸巻ごとご主人様に
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手わたした。 

 聡子ちゃんは、サチが教室でいじめられて

ると、男子もサチもひとまとめに追い出そう

とする。助けてくれるとかじゃなくて、見る

のも聞くのもけがらわしいって感じだった。

だから、男子に加担したのは意外だった。  

 ご主人様は乳首とコチンコの根元に糸を巻

き付けた。ピアスよりおくだから、すっぽぬ

ける心配は絶対に無い――のが、ち命的だと、

すぐに思い知らされた。 

 サチの腕を蒸気機関車のピストンみたいに

曲げさせて、コチンコからのばした糸の両は

しを左右の手首に結びつけた。そして、右の

乳首から垂れた糸は右手首、左は左に結んで

――サチは、手を上にも下にも動かせなくな

った。 

「テストだ」 

 ひﾞいﾞいﾞいﾞいﾞ…… 

「ぎゃっ……！」 

 電激を予測してても悲鳴をこらえられない。

それよりも痛いのは、反射的に手でかばおう

として、乳首とコチンコを思い切り引っ張っ

てしまう。眼の前が真っ赤に染まって黄色い

星が飛び散るような激痛に、自分で引き千切
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る寸前で手の動きが止まった。 

「よーし。それじゃ、前へー進め！」 

 ひﾞいﾞいﾞいﾞいﾞ…… 

 ひﾞいﾞいﾞいﾞいﾞ…… 

 左右の乳首とコチンコに電激を食らって、

歩けるはずが……あった。 

「陽太、コチンコの名札を引っ張ってやれ」  

 陽太くんも、サチが目当てで腰ギンチャク

になった一人だ。もう精液が出るからセック

スは禁止で、フェラチオとケツマンコしかさ

せてもらえない、かわいそうな……ことなん

か、あるもんか。 

 ほんとうにコチンコを引き千切られそうな

くらい引っ張られて、サチはよたよたと歩き

出した。 

 電激は続いてるし、一歩ごとにオマンコを

こねくられて……ものすごく痛いけど、腰の

おくでよう岩がにえたぎる。十歩も歩かない

うちに、陽太くんに追いついてぶつかりそう

になった。 

 後は自発的に歩き続ける。だんだん大股に

なっていく。頭にピンク色のかすみがかかっ

て、足は雲をふみ始める。 

「こら、止まれ！」 
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 ぐっと肩を引きもどされて、電激が切れた

らストップの合図だと思い出した。  

「くそ……これでエツ逆されるんだったら、

バツのあたえようが……そうだ。またリモコ

ンに逆らったら、この遊びはやめるぞ」 

 ふつうとは正反対のおどしだよ。それはご

主人様も分かっていて「何かちがうんだよな」

って顔をしてる。 

 とにかく、リモコンロボットごっこを再開。

サチは、大股にならないように気をつけなが

ら、物足りなさをがまんして、ろう下を進ん

でいった。階段を下りて。雨が降っている外

へは出ずに、先生がそっぽを向いてる教員室

を通り過ぎて、低学年の教室へと向かわされ

た。 

 低学年の教室にも担任の先生の姿がなかっ

た。生徒の家へ連らくしたり、雨がやまない

ときは集団で下校する準備とかで大いそがし

だ。 

「パンツもぬがしちゃえよ」 

 物そうな声が聞こえた。窓から教室の中を

のぞくと――男子と女子がひとりずつ、パン

ツ一枚でクラスメート（だろう）に取り囲ま

れていた。 
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「どれいの妹もどれいに決まってるだろ。ご

主人様の命れいだ。パンツをぬげよ」  

「みっちゃん、どれいじゃないもん……」  

 べそをかきながら言い返しているのは美知

だった。となりの男子は正太。  

 ああ、オレのせいだ。オレが五郎様のどれ

いになって、はだかで登下校していじめられ

てるから……考えてみりゃ、そうだよな。親

がドロボウとかして警察につかまったら、そ

の子は良くてツマハジキ、たいていは寄って

たかっていじめられる。先生だって、子供に

罪はありませんとかきれいごとのお説教はす

るけど、家庭かん境が良くないとか職員室で

悪口を言ってるもんな。 

 だけど。オレがぎせいになって正太と美知

を守るって決心が、無意味になっちまう。  

「ご主人様」 

 まだ両方に通電されてたけど、サチは立ち

止まってご主人様にうったえた。  

「あれ、やめさせてください。あの子たちも、

ご主人様の言うことなら聞いてくれます」  

 山持家のおぼっちゃまに逆らったら、この

町に住めなくなる。本人は理解してなくても、

親から言いふくめられてるはずだ。サチをこ
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んな目にあわせてる権力を利用するのはくや

しいけど、どれいとその家族を（家ちくやペ

ットと同じように）守ってくれるのは、ご主

人様の務めだぞ。 

 ご主人様が考えこんだ。そのあいだにも、

正太と美知はおさえつけられてパンツをぬが

されちまった。正太は三年で美知は二年だけ

ど、ふたりをいじめてる連中は、三年と四年

が多い。正太には女子が、美知には男子がむ

らがってる。 

「やだよ……パンツ、返してよ」  

「美知をいじめるな。大ぜいでひきょうだぞ。

ボクと勝負しろ。上級生だろ。ボクがこわい

のか」 

 正太が妹をかばう健気な姿に心打たれた―

―わけでもないだろうけど。ご主人様が、わ

ざと大きな音を立てて教室の戸を開けた。  

 いじめっ子たちが、ぎくっとふり向く。  

「おまえら。なんの権利があって、オレのど

れいをいじめてるんだ？」 

「それ……」 

 ちがうって言おうとしたけど、後ろ手にふ

りはらわれて、ぐう然の乳ビンタ。 

「あんっ……」なんてあえいでる場合じゃな
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い。 

「お前らの親父もおふくろも、山持家のどれ

いみたいなもんだぞ。じゃあ、お前らもオレ

のどれいじゃないか。どれいがどれいをいじ

めて良いのかよ」 

 無茶苦茶な理くつだけど、それだけに言い

返せないでいる。 

「でも、そのお姉さんは、みんなでいじめて

るでしょ」 

 この子たちがどれいなら、ご主人様の取り

巻きもどれいってことになるから、どれいが

どれいをいじめてるじゃないか――そう言い

たいんだろう。かしこい子だな。  

「サチだけは、どれいより身分が低い性どれ

いだ。だから、他のやつもサチをいじめてか

まわないんだよ」 

 はたで聞いてても、むじゅんがある。この

子たちの言い分だと、性どれいのきょうだい

も性どれいってことになるから、いじめて良

い――そこに気づくのはオカメ八目ってやつ

かな。 

 実際のところ、山持家のおぼっちゃんてい

うより最上級生から頭ごなしにしかりつけら

れて、すっかり縮こまってる。ところへ、正
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太と美知なんか眼中になくなる決定的なひと

言。 

「オレの性どれいを貸してやる。好きなだけ

いじめて良いぞ」 

 有言実行。子分たちに手伝わせて、ビリビ

リリモコンと糸を外して、お股の十字かも（こ

ねくりながら）ぬき取って。 

「ほら……」 

 サチを教室の中へつき飛ばした。 

 これで、サチひとりがぎせいになれば済む。 

「正太、美知。六年の教室で待ってろ」 

 とにかく、ここからはなれた所だ。とっさ

の思いつきだったけど、結果的には名案だっ

たかな。 

「道夫、雄介。二人を連れて行け。オレのラ

ンドセルにあるおかしを食べさせてやれ。分

かってるだろうが、そいつらはサチとちがう

からな」 

 そんなクギを差さなくても、六年生が二年

生をいじめたりは……するかもしれないけど、

こいつらはしないと思うぞ。サチを使わせて

もらえなくなるもんな。 

 チビどもの前につき出されて。サチもチビ

どももとまどっている。ご主人様が、うまく
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けしかけてくれるかな。とりあえず、前をか

くしたりせずに、ゆるく『気をつけ』の姿勢

で待つ。 

「なにをしたって、いいんだぞ。さっきの二

人は、はだかにした後、何をするつもりだっ

たんだ？」 

 チビどもが顔を見合わせた。ふつうは、パ

ンツまでぬがせるってのが、いちばん激しい

イジメだよな。された方は泣き出したり、は

ずかしい所をかくそうとしたり。それをおさ

えつけてチンチンやマンマンを見るくらいだ

ろう。すっぱだかで、こんなにあっけらかん

とされちゃ、やりにくいだろうな。  

 それでも。四年生の名札を着けた山岩って

男の子が、一同代表みたいに気負ってサチの

前へ進み出て。 

「えいっ」 

 ぼすんとお腹をなぐった。 

 六年男子のパンチに比べたら、くすぐった

いくらい――てのは、さすがに言い過ぎだけ

ど。腹筋を固めてたから、グウの音も出ない。

言葉の使い方をまちがってる気もするけど。  

「ガオオオオ！」 

 サービスのつもりだったのに。山岩くんは
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尻もちをついちゃった。 

「だいじょうぶだぞ。サチは、絶対にやり返

さない。どんどんなぐってやれ。け飛ばして

もいいぞ――サチ、ひざを着け」 

 チビどもがなぐったりけったりしやすいよ

うに、低くなれってことだな。 

 手持ちぶさただったので、どうしようかと

迷ったけど、両手は頭の後ろで組んだ。いか

にも無ていこうのポーズ。 

 サチを見下ろす形になると、チビどもは急

に積極的になった。 

 男子ばかりが列を作って、一人ずつ順番に

数発ずつ。両手を上げてわきがノーガードに

なったので、キックボクシングの真似をして、

わき腹に回しげりを入れる子もいた。そのか

わり、顔をなぐりに来る子はいなかった。ビ

ンタは何発か食らったけど。 

 不思議なことに、二年の子と四年の子で、

パンチもキックもい力がそんなにちがわない。

余ゆうを持って「ガオガオ」やってられる。 

 いじめられてるって感じはしなくて、遊ん

であげてる気分。 

 男子十人ほどがひとめぐりするうちに、い

力がちがわない理由が分かってきた。低学年
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の子は何も考えずに全力だけど、少しは分別

が働くようになってくると、人に危害を加え

てるって理解して、無意識だろうけど手加減

してしまうんだ。 

 そこへいくと、おく様はおそろしいよな。

手加減無しに、竹尺をメコ筋に打ちこむんだ

もの。それとも、女だからかな。柱時計のゼ

ンマイをねじ切るのは女だって聞いたことが

ある。非力だと自覚してるから、こん身の力

をふりしぼるんだそうだ。 

 女の子と男の子で、関心の向く方向がまっ

たくちがうってのは、実感した。男子がひと

通り終わって、次は女子の番ってなったとき。 

 女の子が真っ先にねらったのはピアスだっ

た。名札の部分の直方体を引っ張ったり、輪

っかを回してみたり。上目使いにサチの反応

を探ってる。 

「うわあ、ここって、こんなふうに……わた

しのも、そうかな？」 

 ここってのは、コチンコのこと。 

「サチは、ピアスでし激されて大きくなった

けど、女の子ならだれにだってあるよ。だか

ら、あっ……くううう、強く引っ張ったら痛

いよ」 
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 気持ち良いってのは、言わないでおいた。

コチンコをいじってると、たいてい親にしか

られるらしいから。男子にはからかわれるだ

ろうし、公園とかでこっそり遊んでたら、悪

い大人にひどいことをされる危険もある。ひ

どいことったって、サチが毎日のようにされ

ていることに比べたら、ちっともひどくない

けどな。 

「サチ。オマンコがもっと見えやすいように

してやれよ」 

 ご主人様もサチと同じように、大だんな様

の訓答を受けて、オマンコとかメコ穴とか言

うようになってる。コチンコって言い続けて

るのは、サチのせいかな――は、ともかく。  

 どうすれば、もっと良く見せてあげられる

かなと考えて。机を向かい合わせにしたのを

三つならべた。自分のカイボウ台を自分で作

るのは、みょうな気分だ。机の上にあお向け

にねて。こういうときは、はりつけにされる

ポーズが似合ってると思うので、女だてらに

大の字になって、ついでにひざを立てて――

こういうのを、ご開帳っていうんだっけ。  

 七八人いた女の子が、いっせいに群がって

きた。最初はひとりずつ、おそるおそる。す
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ぐに三組に分かれて、両方の乳首とコチンコ

のピアスをいじり始めた。 

 ピアスをそっと引っ張られたり回されたり

しても、サチは無言で無反応。これが気持ち

良いって教えてあげるのは――真似をする子

が出るかもしれないので、やめておいた。そ

して強く引っ張られたときは「痛い痛い、や

めて」ってウソ泣き。ほんとは、胸がきゅう

んで、お股のおくが熱くなったけど。 

 そのうちに男の子もピアスに興味を持って。

女の子とちがって、自分には無い部分に関心

が集中していく。つまり、オマンコとメコ穴。 

 穴があったら、何かつっこんでみたいって

のは、人間の本能だと思う。そこに、オスの

本能も加わって。最初はえん筆一本とかだっ

たけど。 

「そこは、チンポコをつっこむ穴だ。サチは

直径五センチのハンドルだって入れられるぞ」 

 ご主人様が、とんでもないことを教える。

直径五センチてのは、こわれたホッピングの

こと。横につき出たグリップが無くなってた

から、縦のハンドルをオマンコにつっこんで、

ジャンプさせようとした。もちろん失敗で、

すごく痛かった――のは、もう二か月も昔の
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話だ。地ごくの二か月間……とも言い切れな

くなってるのが、自分でもこわい。エツ逆に

どんどん染まっていく。 

 さいわい、直径五センチの品物は教室にな

かったし、自分のリコーダーをビビンチョな

ところへつっこんだりしたらエンガチョでカ

ギ閉められるのは分かり切ってるから――チ

ョークを何本入れられるか調べようってなっ

ちまった。 

 けっこう気持ち良かったぞ。あんまりぬれ

てなかったし、チョークは水分を吸収するか

ら。二本目からは、キシキシこすれ合う。そ

れがメコ穴のふちにひびいて、ささやかだけ

ど新しい感覚だった。 

 男の子たちは、すごく真けんな眼差し。女

の子をいじめてるんじゃなくて、理科の実験

でよう液の色が変わったりするのを自分の手

と目で確かめてるのと同じ感覚なのかな。で

も、実験とはちがって、どんどんエスカレー

トする。 

「こいつ、ケツの穴にだってオトナの大きく

なったチンポがはいるんだぞ。チョークだっ

たら、何本いけるかな」 

 ご主人様にそそのかされたら、すぐ実験に
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取りかかる。もう、予備のチョークも使い果

たしてるので、となりの教室まで取りに行く

熱心さ。ついでに、新規の参加者まで連れて

来る。 

 ほんと、びっくりするくらいに入ったぞ。

最初の四本は穴のふちをこすったけど。五本

目からは、束になってるチョークの中心へお

しこんでいく。 

 こっちの感覚としては、ちょっとずつ穴を

広げられていく感じしかしない。痛みも少し

しか増えない。ふと気がつくと、今にもさけ

てしまいそうなするどい痛みになってる。  

 でも、胸が苦しくなったり腰のおくが熱く

なったりはしない。 

 ご主人様も、いつものサチを見つめる目じ

ゃない。下級生たちと同じに（ギラギラじゃ

なくて）きらきらしてる。ズボンの前も、ぺ

ちゃんこ。そうだよね。模型飛行機を飛ばし

っこして、オレのがいちばん格好良いし遠く

まで飛ぶなんて自まんしてるのがお似合いの

年ごろなんだよな――なんて、サチのほうが

（来年の一月までは）ひとつ下なのに、お姉

さんぶったことを考えるのは、大だんな様に

もいじめて可愛がっていただいてるから、お
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となびちゃったのかな。 

 もちろん、今だからこんなふうに思えるっ

てのは、分かってるさ。ご主人様が本気でサ

チをエッチでサドにあつかうときは、絶対の

支配者でセイサツヨダツで……でも、サチの

ご主人様だ。いじめて可愛がってほしい……

なんて、絶対に言わない
．．．．

ぞ。 

 となりの教室から追加したチョークも無く

なったところで、男の子たちの興味もうすれ

たみたい。 

 ご主人様も、サチがちっともいやがらない

し善がらないしで、つまらなかったみたい。 

「これからも、オレの性どれいで遊びたくな

ったら、六年の教室まで来いよ。貸してやる

ぞ」 

 ビリビリリモコンを付け直す手間も省いて、

ついでにチョークをぬく手間も省くどころか。 

「一本落とすたんびに、教室でコチピン五発

だからな」 

 いつもの分囲気にもどそうとしての無理難

題だと思う。だって、どんなに閉めつけたっ

て、チョークに囲まれてる中央のチョークは、

まさつ力が小さいから、立って歩いたら、す

っぽぬけちまう。 
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 結局、コチピン二十発の大番ぶるまい。  

 コチピンてのは、コチンコへのデコピンの

こと。二か月前は厳しいごう問だったけど、

竹尺やナワトビでさんざんきたえられた今じ

ゃ、ウォームアップみたいなもんだ。悲鳴は

上げるけど、可愛らしく聞こえるように努力

する余ゆうがある。 

 ご主人様も退くつだったと思うぞ。ビリビ

リリモコンや十字かくしざしに比べたら、コ

ップに入れて三日間くらい日なたに置いたサ

イダーだもんな。生ぬるくて気がぬけてる。 

 ――なんかリュウ頭ダビみたいな終わり方

で、こんなので二人へのイジメが無くなるん

かなと不安だったけど。ピタリと止まった。 

 二人に問い質したら――心配をかけたくな

いし、お姉ちゃんはもっとひどい目に合って

いるんだからとだまっていたけど、飛び石連

休のしばらく後から、だんだんとイジメは始

まってたそうだ。気づいてやれなかったのは、

オレが意図的に二人を遠ざけていたせいだ。

ごめんな。 

 最初は言葉でからわれるくらいだったけど、

だんだんと上級生をお手本にして、スカート

をめくられたりズボンをぬがされたりするよ
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うになって、全部ぬがされたのは、正太は今

日が初めてだったけど、美知は三回目だそう

だ。えん筆をつっこまれたりはされなかった

のが、せめてもの救いだ。 

 他にも。給食の量を減らされたり、逆に牛

乳がきらいな子からは『貧ぼうどれいへのお

めぐみ』がしこたまだったり。無理に飲ませ

といて、休けい時間も机を取り囲んで便所へ

行かせないなんてのもあった。美知は、何度

かおもらしをしちまったそうだ。  

 教科書やノートに落書きをされたこともあ

った。物をそ末にしちゃいけませんって親か

ら厳しくしつけられてるから、破いたり捨て

たりするやつがいなかったのが、せめてもの

なぐさめかな。 

 そんなしつこいイジメが、ピタリと止まっ

たんだ。 

 翌日には二年から四年までのクラスで、担

任の先生が『分相応』とかいう高学年でも難

しい言葉を使って、みんな仲良くしなくちゃ

いけないとかお説教があったと、正太が言っ

てたっけ。 

 二人へのいじめに関わったクラスだけ、し

かも同じ日に。ぐう然じゃないな。ご主人様
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が大だんな様にお願いをして、大だんな様は

ＰＴＡ会長だから校長先生あたりに何か言っ

たんだと、サチは推理するぞ。 

 親の七光りを借りてだけど、サチのお願い

を（その場限りじゃなく）かなえてくれたん

だから、五郎様をすこし見直した。 

 そして、大だんな様はたくさん見直した。

この一件ではなくて、ちょっと後のこと。  

 正太の誕生日に、大きなケーキを丸ごとプ

レゼントしてくれたんだ。サチもクサリを外

してもらって、小屋できょうだい三人でお祝

いが出来た。しかも、新しいノートやえん筆

とかも、美知が使う分までいただいた。これ

で感謝しなけりゃ、人間じゃないよな。 

 

 

ワイセツ対策  

 

 大だんな様はサチには（お尻にオチンポの

他は）何もくだされなかったけど、ご主人様

からはいただいた。 

 この一か月ほどで、急にサチの身体が女っ

ぽくなって来たことは話したっけ。かろうじ

てだけどおっぱいって言えるくらいに胸がふ
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くらんでお尻も丸みを帯びてきて、手足もふ

っくらしてきたかな。ご飯はお屋しきの人た

ちの食べ残しばかりだったし、量もお腹いっ

ぱいには程遠かったけど、元がふつうの家の

食事より栄養満点なせいかもしれない。  

 身体が女っぽくなったら、それだけ大だん

な様にもご主人様にも楽しんでいただけるか

ら、サチだってうれしいんだけど。コチンコ

の三センチ上あたりからオマンコの上半分に

かけて、黒っぽい産毛が生えてきたのには、

ちょっと困った――のは、サチじゃなくてご

主人様。インモウが無くて名札でオマンコの

割れ目がかくれてればワイセツじゃないから、

サチをすっぱだかで引き回せる。縄でしばっ

たりしても、ガキの遊びだから許される。お

まわりさんのオスミツキだ。 

 サチの産毛は大人のインモウほどは黒くも

太くもないし、モジャモジャでなくスカスカ

だけど。やっぱりワイセツになるんじゃない

かな。サチはタイホされちゃうかもしれない。

模型飛行機は飛び過ぎて無くなっちゃっても

次のを買ってもらえるだろうけれど、二人目

のどれいは無理だろうな。 

 サチだって、刑務所へ入れられて弟妹と引
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きはなされるのはいやだ。ふたりが、今以上

に肩身のせまい思いをする。 

 そこでご主人様がサチにくださったのが、

安全カミソリ。うすい鉄板を折り曲げた歯ブ

ラシみたいな変え歯式のカミソリ。うっかり

歯の方向に引くと、簡単にはだが切れてしま

うから、ちっとも安全じゃないけど。そんな

に深くは切れないから、まあまあ安全って意

味だろう。 

 このカミソリでワイセツのおそれがある部

分をそってしまえと命令された。 

 ところが、大だんな様がストップをかけた

――というのは、正確じゃない。赤信号と青

信号が同時。どういうことかというと。  

「おまえは、まだまだガキだな。てい毛の楽

しみが分かっておらん」とは、息子への言葉。  

 親子で風ろへ入って、そこでワシがサチの

毛をそってやろう――となった。自分でそる

のは危ないからなんて、おためごかしのオブ

ラートも無い。 

 まあいちおう、そり方の講尺とかはあった

けど、それもサド本位というか、はだを傷つ

けない方法じゃなくて、逆ぞりのほうが深く

それるとか、シャボンを使わないほうが（サ
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チが）痛がって面白いが、何度もくり返すと

サメはだになってだき心地が悪くなるとか。

そんなのばかり。 

 結局はシャボンを使ってくれた。ヒゲそり

専用のあわスプレーも売ってるそうだけど、

大だんな様が愛用なさってるシャボンあわ立

てセットていうんかな。とう器の皿の上で石

けんを、お末茶を点てるやつみたいな太い刷

毛であわ立てて。その刷毛で、お股にぬりこ

められた。 

 顔に使う道具だから――サチのオマンコを

きたないとか思ってない証こだよな。 

 ていうか。おく様と同じで、何でもかんで

も、サチをいじめる道具に使うってことだろ

う。 

 というのも。ペタペタとあわをぬって、で

はそりましょう――じゃなかった。関係ない

のに乳首にまであわをぬったり。刷毛の先っ

ぽでしつこくコチンコをくすぐったり。メコ

穴にずっぷりつっこんで、中でぐりぐり回し

たり。手で優しくくすぐられる百倍は気持ち

良かったぞ。乳首をつねりながらコチンコを

くすぐるとか。コチンコのピアスをねじりな

がら刷毛をオマンコに出し入れしたり。  
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 これまででいちばん高くまでふき飛ばされ

て、雲の上をただよっている間に、つるつる

にされちまってた。ほんとは、サチの意識が

しゃんとしてから、はずかしがるのをからか

いながらそりたかったんじゃないかな。でも、

その楽しみをあきらめなければならない理由

が生じたんだ。 

 ざばあっと冷水をぶっかけて雲の上からつ

き落としたのは、家政婦のチヨお姉様（と呼

ぶように、サチたちは言い付けられてる）。後

ろにはもれなく、こわい顔のおく様がひかえ

ている。なんてじょう談を言ってる場合じゃ

ない。おく様は額からツノどころか、赤オニ

がふるえ上がるくらいの形相をしてる。  

 あごをくいっと反らせて、ついて来いの仕

種。 

 きっと、これまでとは比べ物にならないく

らいの残こくなセッカンをされるんだろうな

と、胸だけじゃなくて内臓全部がねじ切られ

るような思いで、それでもだつ衣室で大急ぎ

で身体をふいて（ろう下をぬらしたら、余計

にしかられる）、おく様とお姉様に前後をはさ

まれて、裏庭へ引き出された。 

 悪いのは大だんな様とご主人様なんだけど、
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とばっちりは全部サチがかぶる。ただ、まあ

……ふき上げられた高さに比例して大声でさ

けんでた記おくがうっすらと残ってるから、

サチも悪いっちゃ悪いけど、サルグツワをか

ましてくれなかったのは、大だんな様の手落

ちじゃなくて意地悪だろう。勝手口から、大

だんな様とご主人様の顔がのぞいてる。  

 反対に、すぐ目の前の小屋は固く閉ざされ

ている。正太も美知も、目を閉じて耳をふさ

いで、うずくまってるんだろうな。 

 どんなにいじめられても平気だなんて、安

心させようってウソだと思ってるだろうから

――いじめられて本当に喜んでるって、信じ

させなくちゃダメだ。それはそれで、自分に

（半分だけ）ウソをつくことになるけど。  

 ばさばさっと、目の前に荒縄を放られた。 

「ワタクシはお道具を取って来ます。その間

に、バツを受ける準備をしておきなさい」 

 手にしていた、いつもの三尺の竹尺を放り

捨てて、おく様は勝手口へ向かう。夫と息子

がのぞいてるのに気づいたと思うけど、そん

な気配はミジンも見せずに、お屋しきへもど

って行った。 

「縄の両はしを、そこの枝にかけるのよ」 
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 お姉様の指図で縄のはしを枝に投げかけた

けど、葉っぱにじゃまされて引っかからない。

ので、木に登って、両はしを一メートルくら

い開けて枝から垂らした。半ズボンの祥女だ

ったころは木登りなんてお茶の子だったけど、

全らのサチは苦労した。はだが樹皮にこすれ

て気が散るし、ちょっとした出っ張りにピア

スが引っかかると、気持ち良くなくて痛いだ

け。 

 木から降りると、枝の下に座りこんで、垂

らした縄を足首に巻き結ぶ。分かってきたぞ。

自分をうめる穴をほらされてる気分だ。 

「そこで逆立ちするの」 

 オテンバ祥女の身軽さは、二か月やそこら

でにぶっちゃいない。 

 枝の向こう側に垂れている縄をお姉様が引

っ張る。サチの身体がぴいんとのびたけど、

女ひとりの力じゃ宙づりにまでは出来ない。 

 でも――片手逆立ちをさせられて、うかし

た手を背中でしばられると、縄が枝に引っか

けた輪っかになって、完全な宙づりになっち

まった。残っていた片手も、同じようにしば

られた。 

 全身が逆海老に反って、うんとあごを引い
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ても、乳首のピアスから（頭のほうへ向かっ

て）垂れている名札のはしっこしか見えない。 

 バツを受ける準備が調っても、おく様はも

どって来ない。きっと、竹尺を刀みたいにし

てオマンコに打ちこまれる。内側のビラビラ

まで開いてるから、いつもより痛いだろうな。

そう思うと、きゅんっとコチンコがとがって

くる。 

 頭に血が下がって、軽い目まいがしだした

ころになって、ようやくおく様が勝手口から

出てきた。大だんな様に後ろからだきすくめ

られて引きずっている。 

 その夫婦げんかみたいな光景よりも、おく

様が手にしている得物を見て、サチは血が氷

った。夜目にもぎらつく日本刀！ 

「歯引きしてあるから切れないっておっしゃ

っていたではありませんか」 

「切れなくても、ガキの骨くらいはたたき折

れる」 

「大げさな。か弱い女の細腕ですよ」 

「バカ者。ゼンマイをねじ切るのは女と、昔

から相場は決まっている」 

 サチとおんなじことを言ってる――なんて

感心してる場合じゃない。歯をつぶしてると
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いっても、本物の刀は分厚い鉄の板だぞ。大

だんな様の言い分は事実だろう。  

 なんとか止めてほしい。けど、大だんな様

の権力がゆいいつ通用しない相手がおく様だ

から……サチ、どうなるんだろ。 

「軍刀は武人のタマシイだ。女子供にさわら

せるわけにはいかん」 

 そうか。大だんな様は五十才だから、戦時

中は軍人だったんだ――と、歴史を感じてる

場合でもない。 

「民主国家平和国家で、なにホウ建的なこと

をおっしゃってるのです。ご自分で巻いた種

ではありませんか」 

 ヒステリーを起こした女に理くつは通用し

ない。女のオレが言うのもおかしいけど。  

 大だんな様も、そう思ったんだろう。おく

様をつき飛ばすなり、地面に落ちてた竹尺を

拾って。 

 バギイン！ 

 たおれているおく様の太腿にたたき付けた。 

「きゃああっ……？！」 

 竹尺がへし折れた。 

「五郎！」 

 大だんな様が息子を呼びつけた。  
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「その刀で、同じところをたたいてやれ。こ

うではないぞ、こうだ」 

 手刀を切って、それからお尻ペンペンみた

いに手の平をふった。 

「でも……骨が折れるって……」 

「身はばで打てば力が分散される。それに、

おまえはまだママよりも非力だ。遠りょは無

用。思い切りぶったたけ」 

「でも……」 

 五郎様は、おく様が取り落した刀と母親と

父親との間で視線をさ迷わせている。  

「五郎！」 

 大だんな様がいっかつ。 

「母親といえども女。男である息子に従えと

大見得を切ったのは、あれはウソか」 

「…………」 

 従わせるのとたたくのとは……サチに対し

てなら同じことだな。 

「サチの持ち主はだれだ？」 

 名前を出されて、こっちがどぎまぎ。  

「セイサツヨダツと見捨てることは、同じで

はないぞ。むしろ逆だ」 

 あ……不意に思い当たった。これを金貨に

して、家長の心得を教えようとしてるんじゃ
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ないかな。 

 五郎様が、決心を固めたって顔で刀を拾い

上げた。右手にぎゅっとにぎり閉めて。 

「五郎さん……おやめな」 

「ええいっ！」 

 バシン！ 

「…………！」 

 痛いのと、息子にたたかれたショックとで、

おく様は顔をしかめたまま絶句。  

「ワシが本気でたたいた物差と、ガキの日本

刀と、どちらが痛かったか？」 

 おく様はサチを、青オニがハンニャの面を

かぶったような形相でにらみ付けてから、ぎ

りぎりと食いしばった歯のすき間からおし出

したような声で言った。 

「よく、分かりました」 

 絶対にちっとも分かってないぞ。  

 でも、大だんな様は満足そうにうなずいた。 

「よかろう。とはいえ、このままでは、おま

えの腹の虫も納まるまい。そうだな……」  

 息子の手から刀をもぎ取って。  

「物差よりも厳しいが、おまえのどれいに大

け我をさせずに済む方法を考えてやれ」 

 そんなの、セッカンされる当人にだって答
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えられない無理難題だぞ。 

 でも、ご主人様は、すぐに答を見つけた。 

「これなんか、どうかな」 

 余っている荒縄の束をほぐして四つ折りに

して。 

 ばささっ……ふり回してみても、あまり痛

くなさそう。でも、大だんな様の眼鏡には適

ったみたい。 

「チヨ。バケツに中性洗材と水を入れて来い。

ハサミも要るぞ」 

 お姉様が不得意要領のまま、それでもだん

な様（お姉様も、おく様と同じ呼び方をして

いる）がおく様に手を上げるなんて天下の一

大事だから、マッハ１５のスーパージェッタ

ーで品物をそろえた。 

 大だんな様は荒縄を一メートルほどの長さ

に切りそろえて四本を束ね、根本の十センチ

くらいを短い縄で巻き閉めた。同じのを二つ

作って、一方は中性洗材をとかした水につけ

てもみ洗いをして、しぼらずにそのまま。  

 二つの縄束を両手に持って、まだへたりこ

んでいるおく様に近づくと。 

「ケツを向けろ」 

 おく様は、いつもの強妻家とは打って変わ
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った大だんな様のあやつり人形。 

 ばさっ、ぱしん。 

 ぶゅん、バチイン！ 

 大だんな様が、おく様のお尻に左右の鞭を

軽くたたきこんだ。 

「物差より痛いのは分かったな。これで、気

が済むまでサチを泣かせてやれ――泣かせら

れるものならな」 

 ひと言多いぞ、大だんな様。意地も悪い。 

 おく様は、意地になってもサチを泣かそう

とするだろう。でも大だんな様は口には出さ

なくても、泣くなとサチにはおっしゃってる

んだよな。それくらい分かる。  

 おく様は立ち上がって、大だんな様がまた

バケツに放りこんだ縄束の鞭を手に取った。 

 顔面そう白。こめかみに青筋が立ってる。 

「こんちくしょう！」 

 ぶりゅうん、バヂイイン！ 

「かはっ……！」 

 悲鳴を上げる余ゆうも無い激痛。縄が四本

もあるから、メコ筋に食いこむだけじゃなく、

まわりも打ちすえられて、ピアスの名札もは

ね飛んだ。 

 肉体的なショックも大きかったけれど。お
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く様に心の底からにくまれていると分かった

ことのほうがつらい。「ザアマス」とかは使わ

ないけど、お上品な言葉使いで、サチのこと

は冷たく軽べつしてて、サチへのセッカンは

――毛も生えていない小むすめどころかガキ

にウツツをぬかす大だんな様への愛想つかし

とシットが混ぜこぜの、うさ晴らし。うまく

言い表わせないけど。大だんな様へのうっぷ

んをサチにぶつけてるだけだと思っていたの

に。オトナのくせに、ガキを本気でにくむな

んて……おく様がこわい。 

「こわしてやる！」 

 ぶりゅぅん、ズバッヂイン！ 

「変ちくりんなかざりなんか、千切ってや

る！」 

 ぶんん、バシイッ！ 

「きﾞひﾞいﾞいﾞっ……！！」 

 コチンコが千切れたと確信したほどの激痛。

身体をゆすると、コチンコの名札がゆれたの

で、まだくっついているとだけは分かった。  

「強情な子だ。これだけしても、泣きもしな

いし許しもこわない」 

 言われてみたら。許しをこわないのは、そ

んなのムダだとわかってるからだけど。許し



- 71 - 

 

てもらえないのは分かってて、あまえ気分と

大だんな様やご主人様に喜んでもらおうと思

って「許してください」って言うことはある

けど。 

 でも、たしかに……泣いたことはないな。

目からあせが出るなんて強がってはきたけど、

大声で泣いたことがないのは事実だ。なぜな

んだろう。ゆっくり考えているひまなんて無

い。 

「なんだかぬるぬるして、にぎりにくいわね」 

「中性洗材のせいだな。しかし、水だけより

染みこみやすいから、縄がずっと重くなる利

点がある。い力は増しているぞ」  

 あ、裏に何かかくしてる言い方だ。それく

らいは分かるようになってる。  

「そうですか」 

 おく様はスカートからハンカチを取り出し

て、にぎりの部分に巻き付けた。家にいると

きでもハンカチを持ってるなんて、身だしな

みがきちんとしてるんだな。 

「これで、少しは効くでしょう」  

 ぶんっ、バチイン！ 

「ひいい……」 

 これまでの三発に比べると、ずっと軽かっ
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た。きっと、冷静を取りもどしたんだ。サチ

も、お付き合いで悲鳴を上げる余ゆうが出来

た。 

 ぶん、バチン。 

「痛いっ……」 

 ぶん、バチン。 

「もう、許してよお……サチが悪かったです」 

 おしばいは、ここらへんが限度だと思う。

ウソ泣きは見破られる。 

「うるさい。心にもないことを言うんじゃあ

りません」 

 バチン、バチン、バチン。 

 めった打ちされたけど、一発ずつはたいし

たことなかった。 

「面の皮だけでなく、ここの皮も厚いのね」  

 おく様が、縄束のにぎりをオマンコにねじ

入れながら、いまいましそうに言う。  

 四本を束ねてさらに荒縄を巻き付けたくら

い、どうってことない。ホッピングの金具と

かチョーク十本に比べたら、への河童だ。ハ

ンカチは巻いてあるし、中性洗材が染みてぬ

るぬるしてるから……あ、大だんな様がかく

しているのが何か分かったぞ。  

 荒縄って毛羽が太くて、はだをこすられた
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ら引っかき傷とか出来ちまう。けど、中性洗

材で表面がすべればそれが防げる。サチのオ

マンコを守るってよりは、オモチャがこわれ

ないようにしたってところだろうけど。やっ

ぱり、素直に感謝しとこう。 

「明日の朝まで、このままにしておきます。

よろしいですわね」 

 大だんな様の許可を得るあたり、もう頭か
．

ら
．
血は下がってる。サチは逆さつりにされて、

頭へ
．
血が下がりっぱなしだけど。 

「いや、ダメだ。何時間も逆さづりにしてい

ると、心臓に負担がかかり過ぎて死ぬおそれ

がある。せいぜい、一時間だ」  

 おく様はサチのオマンコに荒縄の鞭をつき

立てたまま、ちょっと考えこんだ。一時間や

そこらじゃ腹の虫が収まらないんだろうけど、

死んでもかまわないとまでは思ってない。そ

れは自分の立場とかじゃなくて、良心のうし

ろめたさだと思う。警察も山持家の下男みた

いなものだから、お屋しきの中でよその子が

死んだくらい、どうにでももみ消せるもんな

――と、そこまで考えて。ぞおっとした。お

く様にだけは絶対に、（心の底からは）にくま

れないようにしよう。と言うのは簡単だけど。
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具体的には、どうすればいいんだろ。ご主人

様はともかく、大だんな様にはいじめられて

も可愛がられても、おく様の逆りんにふれる

んだよな。かといって、大だんな様に愛想を

つかされたら……ほんとにオレたち三人のセ

イサツヨダツを持ってるのは大だんな様なん

だから。 

「よろしいです。サチへのセッカンは、これ

でかん弁してやります」 

 おく様がきっぱりと言った。きっぱり過ぎ

るひびきがあった。 

「この子が五郎さんと同じ、人の子だと思う

から腹が立つのです。犬小屋住まいなのです

から、犬としてあつかいます」  

 今だってそうじゃないかと反発したけど。

ちっともそうじゃなかったと思い知らされた。 

 模型飛行機を飛ばしに原っぱへ連れてかれ

たときの犬ごっこ。あれと同じにされた。手

足を曲げてしばられて、ひじとひざの四つん

ばいでしか歩けなくされたんだ。そして、犬

小屋の前のくいにつなぐクサリを短くされた。 

「学校へ行くときと、五郎さんがおまえで遊

ぶときだけは、立って歩くことを許します」  

「背中を流させるのと、残り湯を使わせるの



- 75 - 

 

は、これまで通りだよ。アカまみれじゃボク

の面子にかかわるんだからね」  

 自分の都合っちゃそうなんだろうけど、そ

れでもかばってくれたように思えて、うれし

かったな。 

 これで、サチのこれからの待ぐうが決まっ

たんだけど。思ってたより厳しかったし、は

ずかしかった。クサリが短くなったので、く

み取り口の上に設けられているトイレが使え

なくなった。浅い木の箱に砂が入れられて、

それがメス犬サチの専用トイレになった。オ

シッコはともかく（じゃない！）ウンチもそ

こでさせられた。そして、お尻もふけないし。  

 砂がよごれたら――学校から帰ってメス犬

にもどされる前に、ウンチだけは（素手で）

砂をまぶしてくみ取り口へ捨てて、オシッコ

の部分はやっぱり素手ですくってバケツへ入

れて水で洗って庭のすみへ広げて、かわかす。

それが終わったら、自分で首輪を巻いて犬小

屋の前で四つんばいになって、チヨお姉様が

手足をしばりにくるのを待つんだ。  

 まあ、お尻のよごれは、ご主人様の背中を

流す（だけじゃ済まない）前に、バケツに水

をもらって清めてからお屋しきへ入るし。で
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きるだけ学校のトイレを使うようにしていた

から、そんなに苦労じゃなかった。のは、一

週間くらいだけで、学校でトイレを使えなく

なる事件が起きるんだけど。 

 その前に、おく様から受けた犬あつかいを、

もうちょっと説明しとく。 

 これまでは、サチたちの食事は食べ残しを

あてがわれていたんだけど。それが、正太と

美知だけになった。サチの分は、野菜のクズ

とか魚のアラを生のまま洗面器にぶちこんだ、

犬もネコも食べそうにないゴミになった。生

といっても、食中毒とかを起こされちゃまず

いと冷静に判断してくれたんだろう。湯通し

はしてあった。それでも生ぐさくて、はき気

がした。はき気がしないときもあった。それ

は、大量の塩がまぶされているとき。生物は

塩分を取らなければ栄養失調になるからだけ

ど、口の中が痛くなるほど塩からくするのは、

やっぱり意地悪だ。 

 そんなのは食べないで、お腹がすいても学

校の給食だけでしのぎたいくらいだけど、そ

れも出来ない。食べ残すと、また湯通しし直

して、次の分といっしょに食べさせられる。

それを食べなくても、無理強いに口へおしこ
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まれることもないし、セッカンもされなかっ

た。おく様は、こう言うだけだ。  

「それでは、おまえが食べない分は正太と美

知に食べさせます」 

 洗面器に顔をつっこんで（手も足も折り曲

げてしばられてる）平らげるしかないじゃな

いか。どんなにセッカンされたって、ここま

ではひどくなかったぞってくらいに、目があ

せをかいて止まらなかった。 

 みじめの下にはみじめがあるもんだなって

痛感した。 

 

 

女子のリンチ  

 

 ちょろっと言いかけた、トイレが使えなく

なった事件だけど。事の発たんは林陽太くん

だった。び目しゅうれい品行方正成績優しゅ

うで全学年女子のあこがれの王子様と言って

も過言ではないくらいなのに、ご主人様に負

けないくらいエッチで、その方面の知識も豊

富だ。と言っても、フェラチオのことを笛ラ

ヂオなんて覚えてたくらいだから、底は知れ

てるけどな。 
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 陽太くんはもう精液が出るから、ご主人様

はサチとのセックスを禁止にしていて、口と

ケツマンコしか使わせなかったんだけど。コ

ンドームというのを家から持って来た。平べ

ったい箱から出すと、輪ゴムの中にうすい幕

が張ってあるみたいな形をしてる。  

「精液が出ても、コンドームの中に貯まって

オマンコには入らないから、にんしんしない

んだ」 

 だから、ボクにもオマンコでセックスをさ

せてくれというのが、陽太くんの言い分。  

「ゴムサックはオトナ用だろ。ぶかぶかなん

じゃないか？」 

 ご主人様も知っているみたいだ。大だんな

様から教わったのかな。 

「だいじょうぶだよ。大は小をかねるってい

うだろ」 

「しゃもじは耳かきにならないぞ。まあ。い

いや。着けてみろよ。ぶかぶかだったら、中

でぬけるおそれがあるからダメだぞ」  

 陽太くんは半ズボンとパンツをひとまとめ

にぬいで、みんなが見ている前でオチンポを

しごいた。五年のときまでは、男子でもパン

ツを見られるのをいやがるやつが多かったけ
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ど、サチを使う
．．

ためにはオチンポを出してぼ

っ起させる必要があるから――みんな平気に

なってやがる。 

 陽太くんは大きくしたオチンポの先にコン

ドームを当てて、くるくると巻き下げた。  

 へえ。輪ゴムに見えてたのは、幕を巻き付

けてたんだ。 

 陽太くんのオチンポは、うすい幕で包まれ

てしまった。けど、ご主人様が心配した通り、

ぶかぶかだ。幕のあちこちにしわが寄ってる。

ところが陽太くんは本物の輪ゴムを二重巻に

して、コンドームの上からオチンポの根元に

はめた。 

「これならぬけたりしないだろ」  

 コンドームの先っぽをつまんで引っ張ると、

オチンポの三倍くらいの長さまでのびたけど、

ぬけはしなかった。 

「まあ、その手はあるんだけど――ゴムとチ

ンコがこすれて気持ち良くないって親父が言

ってたぞ」 

 ご主人様は最近、学校では大だんな様のこ

とを『親父』って言ってる。前は『パパ』だ

ったけど、サチとセックスをしてオトナにな

った気分なのかな。 
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「まあ、いいや。ゴムサックを着けてのセッ

クスは本物じゃないけど、それでいいんなら、

やらせてやるよ」 

 体育用具倉庫の中には、もうマットがしい

てあって、サチを使う準備は整っている。  

 陽太くんは、すもうの立ち合いみたいな勢

いでサチをおしたおした。オマンコに入れる

のは初めてでも、ケツマンコでじゅうぶんに

練習してるから、まごまごしたりはしなかっ

た。 

「痛い……」 

 思わずうめいちまった。サチが、あまりぬ

れてなかったせいもある。 

 だって、相手が陽太くんだぞ。他の女子み

たいにお熱じゃなかったけど、やっぱりすこ

しはあこがれてた……半ズボンをはいてたこ

ろは。もしも、好きだって告白されてせまら

れたら、キスくらいは許してたんじゃないか

な。だから、その反動ていうのかな。陽太く

んには、フェラチオするのもケツマンコを使

われるのも、ちっともエツ逆しなかったんだ。

あまりぬれないし腰もうずかなかった。  

 だけど、コンドームのせいもあると思う。

すぶうっと入ってくるんじゃなくて、つっか
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えた感じになっては、がじがじって進んで、

またつっかえる。これがご主人様だったら、

がじがじのし激でエツ逆に行っちゃうんだろ

うけど、性どれいじゃなくて女の子の心をす

こし取りもどしてるせいで、たまらなく不快

だった。 

 陽太くんも、あまり気持ち良くないみたい

だ。最近はみんな、女のあつかい方を覚えた

というか、楽しみ方が分かってきて――つっ

こんで、そのままガシガシ出し入れはしなく

なった。うんとおくまで（といっても、ガキ

のオチンポじゃ底にぶつかったりはしない）

入れて、しばらく動かずにサチ布団のやわら

かさを探能したり、入れたまま乳首やコチン

コを可愛がってくれたりして、たいていはご

主人様に「早くしろ」ってせかされてからガ

シガシを始める。 

 でも陽太くんは最初からガシガシつき入れ

てきて、それでもなかなか射精しない。  

「ちぇえ。セックスなんて、ちっとも気持ち

良くない」 

「言っただろ。ゴムサックは本物じゃないっ

て。ほんとは、オマンコのほうがケツマンコ

より楽しめるんだぞ」 
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「そうかな。ケツマンコのほうが閉め付けて

くるから、ボクは好きだ」 

「オレは断然フェラチオだ。舌でペロペロな

めてくれるのが、すっごくし激的だよ」  

「うるさいな、気が散る」 

「なんだよ、自分から言い出したくせに」  

 サチは、どれも好きだぞ。セックスは、男

が女を支配する基本形だろ。ケツマンコは、

せまい穴を無理矢理に広げられる熱くて痛い

感覚が病みつきだし。フェラチオは、男に方

仕してるんだとしみじみエツ逆だし。だけど

フェラチオは自分であれこれするより、頭を

かかえこまれて一方的にガシガシのどのおく

までつきこまれるのが、いじめられてる気分

が盛り上がる。 

 このコンドーム付きのセックスは、あまり

好きじゃない。うすい幕がメコ穴にへばり着

いて、その向こうでオチンポが動いてるみた

いな。もどかしい。ゴムがオチンポにぴった

りくっついてれば話は別なんだろうけど。  

 だけど、延々とピストンされるのは、責め

続けられてるって気分になるから――気持ち

良いのとも痛いのともちがう良さがあるかも

しれない。 
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 なんて考えてはみたけど、やっぱり、早く

終わってくれないかなという思いしかなかっ

た。せっかく（しばられたりしなくて）手が

空いてるのに、ピアスをこねくる気にもなれ

なかった。 

 

 それは、サチの波乱万乗の生活の中では、

わざわざ思い出すこともない、ささやかなエ

ピソードのはずだったんだけど。とんでもな

い結果を招いちまった。 

 というのも。ついに本物のセックスをした

という陽太くんの思いが態度になって表われ

たんだ。ご主人様はコンドーム付きのセック

スは本物じゃないって言うし、サチもそんな

気はするけど。オチンポをメコ穴に送入して

射精したって意味じゃ『本物』だよな。  

 それで陽太くんは天ぐになった――という

のはちがうと思うけど。クラスメートの女子

をお子様あつかいしだしたんだ。  

 五年生のときだけでも、かれに告白した女

子は片手の指をこえている。たいていはまわ

りにけしかけられて、ダメ元くらいの気分で

当たってくだけてアッケラカンなんだけど。

大野木結花ちゃんは本気だったみたい。  
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 これまでは「女の子と付き合うって、良く

分からないから」とか「みんなで仲良くする

だけじゃだめなのかな」なんて、まあ門前ば

らいしてたのに。結花ちゃんには、あっさり

ＯＫした。 

 これは、後日に陽太くん本人から聞いた話

なんだけど。告白が二人きりの場所だったん

で、結花ちゃんをだき閉めてキスして。ここ

までは、結花ちゃんもおとなしくしてたので、

まだまだ行けるって思ったんだそうだ。スカ

ートの下に手を入れてメコ筋を指でなぞるく

らい、サチにしているひどいことに比べたら、

ごく神士的なスキンシップのつもりだったそ

うだ。でも、結花ちゃんはびっくりして泣き

出しちゃった。 

「泣くなよ。大げさだなあ。こい人同士なら、

これくらい当たり前だぞ」 

 こういうのを、火に油を注ぐっていうんだ

よな。結花ちゃんはにげ出して――親友にう

ったえて。翌日には六年女子がいっち団結し

て陽太くんにこう議した。 

「オママゴトにはつきあってらんないよ。サ

チみたいにとは言わないけど、こい人になら

身体を許すくらいふつうだろ」  
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 引き合いに出されたせいで、サチが悪者に

なった。 

 翌日の放課後。サチは女子の集団に取り囲

まれた。 

「ちょっと来てくれる？」 

 質問でもお願いでもなく、有無を言わさず

引っ立てる気構え。 

「勝手なことをするなよ。サチはオレのどれ

いだぞ」 

 ご主人様はかばってくれたんだけど、女子

の団結力には親の七光りも通用しない。  

「女子だけの問題だから、男子は口出ししな

いで」 

 そりゃ、サチがあれば
．．．

エッチには不自由し

ないけど、男子にとって女子はそれだけの存

在じゃないよね。チヤホヤされたいし、ステ

キとか思われたいんだろう。女子だって、そ

うなんだから。サチだって、男子からいじめ

られるのはチヤホヤの親せきだと思ってる。

オチンポへの方仕だって、男子が喜んでくれ

るから、やりがいがある。 

 サチのことは、ともかく。だから、ご主人

様も女子から総スカンは食いたくない。ので、

それ以上はかばってくれなかった。ついて来



- 86 - 

 

るなと言われて、おとなしくサチを見送った。 

 最初は、なんで急に女子がサチを目の敵に

し始めたのか分からなかった。まあ、みんな

帰り支度してるし、そんなにやっかいなこと

にはならないかなって、あまく考えてたんだ

けど。 

 女子トイレの前にはすでに見張りの子が四

人ばかり来ていた。サチの敵は六年女子の三

分の一だけ……じゃないよな。これ以上つめ

こむと、動きづらいってだけだろう。 

 四人はみんなのランドセルを預かって、見

張りを続ける。これで安心してサチを料理で

きるな。 

「あなたのせいで、男子がみんなエッチにな

ったのよ」 

 久保田聡子ちゃんに決めつけられた。別に

サチのせいでエッチになったんじゃない。男

子は元々が大の助平でエッチなんだ。前は先

生や女子の手前でネコをかぶってたんだけど、

サチというネズミを目の前に投げ出されたも

んだから本性を表わしただけ――なんて正論

は通じそうにないので、だまってる。  

 サチは、この子が苦手。父親が町会議員の

ボスみたいな人で、ご主人様が七光りなら六
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光りくらいはある。女子のまとめ役で、サチ

を目の敵にしてる――というのは、サチのひ

がみかもしれないけど。 

「はだかで学校に来るなんてバカな真似は、

もうやめてよね。男子とエッチな遊びもして

はダメ。約束するなら、今日だけは見のがし

てあげる」 

「サチだって、こんなはずかしいことはした

くないよ」 

 反論したけど――ほんとかなと、心のすみ

でだれかがささやいている。のは、話がやや

こしくなるので無視。 

「だけど、ご主人様がそうしろっておっしゃ

るんだから。サチたちきょうだいのめんどう

を見てくださるよう、大だんな様にお願いし

てくれたのはご主人様だから。サチはご主人

様に逆らえないんだ」 

 これも火に油を注いでるって分かってるけ

ど。ただ事実を述べているだけじゃない。聡

子ちゃんを始めとする女子への反発もあった。

親が居て貧ぼうもしていないから、取りすま

していられるんだ。もしも、サチと同じ境ぐ

うになったら、サチと同じ選たくをしていた

だろう。弟妹といっしょに暮らすためなら下
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女だろうと性どれいだろうと、めんどうを見

てくださる人の言いなりになるに決まってる。 

 それに、みんな男子と張り合ってるけど、

みんなもサチも女だぞ。男女平等とかいうけ

ど、男のほうが身体が大きいし腕力もあるし

経済力だってある。女は男に支配されて保護

してもらいたいっていう本能がある。ライオ

ンはオスが何頭ものメスを従えているし、サ

ル山のボスは強いオスに決まってるじゃない

か。何百万年（だっけ、何億年だっけ？）も

かけて進化してきた生物の本能は、中国四千

年の歴史だって、簡単には引っくり返せない。

ていうか、男女平等なんて言い出したのは、

ここ百年かそこらの歴史だけじゃないか。え

えと……実は、大だんな様からの受け売りだ

けど。正論だと思うぞ。 

 だから。聡子ちゃんだって、両親が亡くな

ったら、し設へ行きたくなければ、だれかの

性どれいになってもおかしくはない。聡子ち

ゃんのご主人様になる人が大だんな様みたい

なサドだったら、マゾに調教されるんだ。い

や、調教ってのは当たってないと思う。女が

男に支配されたいっていう本能は、そのまま

マゾに通じるんじゃないかな。つまり、男は
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サドで女はマゾ。これが、いちばん自然だと

思う。世間体とか道徳とかが、それをじゃま

してる――と、大だんな様は我が子に教育し

てる。 

 なんてことを、考えてるうちにも。聡子ち

ゃんの形相がおく様そっくりになってきた。  

「口で言って分からないのなら、身体に言い

聞かせてあげる」 

 ヤクザ映画みたいな台詞。てことは、聡子

ちゃんはまだ冷静なのかな。冷静にイカリ心

頭に達してるのもこわいけど。 

 包囲の輪が、じわっと縮まった。タコなぐ

りにされる。でも、相手は女子だ。逆らうな

とはご主人様にも言われていない。オテンバ

祥女の本領を……いや、やめとこう。また、

正太と美知がいじめられるようになる。それ

にケンカになったら、先生がしゃしゃり出て

くる。ご主人様は七光りで聡子ちゃんは六光

り。サチが悪者にされる――だけなら、へっ

ちゃらだけど。学校では手に余る。し設に入

れてしまえなんてなったら。大だんな様が取

りなしてくれるとは思うけど……ああ、もう

めんどうくさい。相手は非力な女子だ。タコ

なぐりったって、高が知れてる。おとなしく
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いじめられていよう。そう覚ごしたとき。  

「やだ。こいつ、くさいよ」 

 だれかがそう言うと、半数くらいの子がう

なずいた。 

 心当たりは、ありすぎる。昨日はお風ろが

無かった。犬小屋にもそこはかとなくにおい

が染み着いているもんな。男子はどん感だけ

ど、女子にはそれこそ犬みたいに鼻の利く子

がいる。 

「それじゃ、こらしめる前に、きれいにして

やりましょう。こっちの手がよごれちゃいま

すもの」 

 タコなぐりは後回しになって……ちっとも、

良くない。他のイジメが追加されただけ。そ

れは、みんなが手に持っている道具で分かる。 

 タイルゆか用の固いモップ（デッキブラシ

ていうんだっけ）、トイレ用の雑きん、じゃ口

につないだホース。いちばんのきょう器は、

便器そうじ用の棒タワシだ。試験管洗いの三

倍は大きい。使ったことあるけど、すごいゴ

ワゴワしてる。サチのオマンコだって、試験

管洗いで処女幕を破られたときに比べたら、

ずいぶんときたえられてるし。タワシをオマ

ンコにつっこもうなんて変態でサドなことを
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女の子が……考えつくだろうな。サチにどん

なことをしたか、男子も最近は遠りょがなく

なったのか感覚がマヒしたのか、女子が聞い

てる教室でも、武勇伝と感ちがいしてるもん

な。 

「そこにじっと立ってなさい」  

 聡子（呼び捨てにしてやる）の指図で、ホ

ースの水がサチのはだかにたたきつけられる。

わざわざ先っぽを指でおさえて、ふん射にし

てる。 

 好きにしてよと開き直ったのでもないけど。

この三か月でご主人様にたっぷり調教されて

しまって。手で身体をかばったりはしない。

かえって、相手をおこらせる。足を開いて、

両手を頭の後ろで組んだ。この、オマンコの

中までさらした無防備無ていこうのポーズが、

いちばん心が落ち着く。だいいち、手のやり

場に困らないのがいい。ほんとは後ろ手にし

ばってもらいたいけど、同性の同い年に今以

上に軽べつされるのは、さすがにいやだ。  

「においの元も洗わなくちゃだめ。そうじゃ

ないったら」 

 聡子がホースをひったくって、サチの足元

にしゃがみこんだ。オマンコにホースをつっ
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こむ。ねらったのかぐう然なのか、メコ穴に

すっぽり。たちまち下腹部がぽっこりふくら

んできて、オシッコをチビリそうな感覚がつ

き上げてくる。 

 オマンコには、腸みたいに何リットルもは

入らない（子宮はどうなってるんだろ？）。す

ぐに逆流しだした。 

「きゃっ、きたない！」 

 聡子がホースを投げ捨てて飛び退く。考え

無しだし士道不覚ごってやつだ。女の子だか

ら婦道かな。ご主人様でも、腸を洗うときは

お腹のふくらみ具合に注意してるし、大だん

な様なんか、サチのが飛び散っても平然とし

てるんだぞ。後で厳しくお仕置されるけどな。 

「いつまでつっ立ってるの。それじゃ洗えな

いでしょ」 

 立ってろと言ったのは聡子じゃないか。い

ちいち反発したくなる。けど、トイレのタイ

ルゆかの上に大の字。足を広げろだの手がじ

ゃまだと言う手間を省いてやった。ふてぶて

しい態度だと思われるのは承知の上。女子の

細腕。十人束になったって、男子五人分のイ

ジメも出来ないさ。 

 反感が先に立って、ゼンマイをねじ切るの
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は女だってのを忘れてた。 

 ね転がったサチの両側に、デッキブラシを

持った子がひとりずつ立った。結花は分かる

けど、もうひとりが森山初美ちゃんだったの

はショックだった。親友だと思ってたのに。

親友だった
．．．

からこそゲンメツして、にくさが

百倍かな。 

 ふたりがデッキブラシを動かし始めたけど、

まったくの手加減無し。タイルのゆかをこす

る動作そのまま。 

 男子だったら、相手が生身の人間だと考え

て、いくらかは手加減してくれてる（という

のが、最近になって分かってきた）。生身の人

間じゃなくても。土まみれの大根をタワシで

洗うときだって、皮をはがさないようにとか

シッポを折らないようにとか注意するだろ。  

 サチは大根以下。そしてタイル以上に手荒

にあつかわれてる。 

「ぐえっ、くうう……」 

 お腹にブラシをたたきつけて、おへそをえ

ぐるみたいに、こするってよりもつきこまれ

たり。 

「ぎひっ、痛い痛い……」 

 乳首にたたきつけて、毛羽にピアスが引っ



- 94 - 

 

かかっても、そのままこすられたり。 

「ひいいっ、ちょっとタンマ……」  

 コチンコのピアスをねらわれたり。  

 そして、いよいよ棒タワシの出番。ご主人

様なら、真打登場ってな感じで乗り出してく

るんだけど、聡子は手下（当人たちは親衛隊

と言ってる）任せ。そのひとりの島村香苗っ

て子が、サチの足をけってもっと開かせ、そ

の間にしゃがみこんだ。 

 ななめ上からの角度で棒タワシをオマンコ

につき立てて、しゃにむにひねる。 

 試験管洗いより固い毛が、ごりごりとやわ

肉をえぐる。 

「痛い……ちょっとだけ待って」 

 腰をつき上げて角度を合わせ、棒タワシを

メコ穴に導いた。 

「あきれたわ。自分から入れに行くなんて。

棒ならなんでもいいんでしょ。陽太くんのア

レなんて、もったいないわ」 

 こわされないためには、こうするしかなか

ったんだよ。 

 でも、文字通りに墓穴をほってしまった。

おくまでつっこまれて動かされると、激痛が

はね上がって暴れまわる。 
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「ぎびいいいっっ……くそお！」 

 何が「くそお」なのか、自分にも分からな

い。ただひとつだけはっきりしてるのは――

これだけひどくいじめられてるのに
．．

（サチは

マゾだから、逆接でまちがってない）胸が切

なくなったり腰がうずいたりもしない。胸は

息苦しいほどにくやしさで満たされて、腰で

はなく胃のあたりに冷たい固まりのような感

情が居座ってる。 

 おく様に日本刀でたたかれそうになったと

きと似ている。あのときは、くやしいとかじ

ゃなくて、きょうふだったけど。荒縄でたた

かれてるときも、おく様がヒステリーを起こ

すのは当然だから、くやしいとは思わなかっ

た。でも、ちっともエツ逆しないって点では

同じ。 

「ねえ、もうやめようよ。血が出てる」 

 だれかのおろおろ声で、棒タワシの動きが

止まった。 

「生理が始まったんじゃないの」 

 聡子は落ち着いてる。こいつ、もう初潮が

来てるな。 

「サチは、まだだぞ。中が傷ついた出血だ。

オマンコがこわれちまったら、結こんできな
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くなる。だから、もうかん弁して……くださ

い」 

「なに言ってるのよ」 

 まだつっこまれたままになってる棒タワシ

の取手をげしんとけられた。 

「ぎゃんんんっっ……！」 

 オマンコのおくの子宮が暴発したような激

痛が背中までつきぬけた。大の字にふんぞり

返って（？）るどころじゃない。両手でお股

をおさえてのた打ちまわった。 

「そのままうつぶせになってなさい」 

 冷たい声。ご主人様だって、サチを生きう

めのままほったらかして殺しかけたときは、

本気で心配してくれたぞ。 

 サチが横向きのまま動けないでいると、寄

ってたかってうつぶせにおさえこまれた。棒

タワシの取手がゆかにおされて、オマンコを

圧ぱくする。メコ穴のお腹に近い側がこねく

られて、ビリビリブザーみたいな電気が走っ

た。これって、乳首やコチンコに走る電激よ

りも重たく分厚い。一気に山の中腹くらいま

ではふき飛ばされてもおかしくないのに――

登山道とはまったく別の方角へおしやられて

る。おし下げられてる。 
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 背中とお尻にもデッキブラシがたたきつけ

られて、はだがすりむけるくらいにこすられ

た。名札のピアスが無いから、とつ然の激痛

に悲鳴を上げたりはしないけど、単純に痛く

て単純に不ゆ快だ。 

 全身がすり傷だらけ。にじみ出た血で、は

だがうすく染まって。サチはぶったおれたま

ま、ぴくとも動かない。動くと、棒タワシに

オマンコをえぐられるし、もっといじめられ

ると分かってるからで、体力的に動けないわ

けじゃない……と、自分では思ってる。 

 ようやく「こらしめる前にきれいにする」

という名目のイジメが終わった。サチだけで

なく、全体にそんな分囲気がただよった。ホ

ースの水も止められて、オマンコから棒タワ

シもぬいてもらえた。 

 だけど、聡子だけは物足りないみたい。バ

ケツに水を満たして、便器用の表白材をキャ

ップで計って入れてる。 

「これでふいてあげれば、においも取れるわ

ね」 

 じょう談じゃない。劇薬だぞ。でも、サチ

がこう議したら、火に油だろうし…… 

「それ、皮ふに着いたら大変なことになる。
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やめようよ」 

 サチがためらってるうちに、初美ちゃんが

反対してくれた。 

「だいじょうぶ。用具ロッカーにはゴム手ぶ

くろもあるわ」 

 そうじゃなくて！ 

 初美ちゃんも、それ以上は何も言わなかっ

た。ほんとに、サチではなく自分の心配をし

ただけなのかもしれない。 

「でも……そうね。暴れられたらめんどうだ

わ。手足をおさえつけておいて」 

 親衛隊を気取ってるやつらが、四人がかり

でサチの手足をおさえこんだ。  

「結花ちゃん。あなたがふいてやって」 

「え？ でも……」 

 初美ちゃんの言葉でびびったかな。  

「だれのために、こいつをこらしめてるか、

分かってるの？」 

 その言葉を真に受けたのか六光りに負けた

のか。結花ちゃんはゴム手ぶくろをして、ト

イレ雑きんをバケツにひたした。 

「しぼらなでいいわよ」 

 結花ちゃんが、おそるおそる雑きんをサチ

の背中へ近づけた。 
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 べちゃっとした、冷たい感しょく。ひんや

りして案外と気持ち良かった――のは、いっ

しゅん。背中一面に針をつきさされるような

痛みにおそわれた。 

「くっ……」 

 サチの反応が大したことないと見定めて、

雑きんの動きが大きくなった。それにつれて、

痛みが強くなる……なんてもんじゃない。燃

えるように熱い。真っ赤に焼けた無数の針が、

背中全体を深くつきさして、そのままはだを

切りさいている。 

「やめて！ 痛い、熱い！ 死んじゃうよっ

っ！」 

 降りしきる雨の下で生きうめにされたとき

よりも、ずっと強いきょうふにおそわれた。

たぶん死にはしない。でも、背中一面にケロ

イドが残る。ご主人様にも大だんな様にも愛

想づかしされる。 

「やめろよ、やめろったら！」 

 どうやったか覚えていない。火事場のバカ

ぢからってやつだ。オレは四人をはね飛ばし

て起き上がった。ゆかに転がってるホースを

つかんでじゃ口のとこへ行って、カランをい

っぱいにひねって、背中に水を浴びせた。  
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 熱いのはすぐに消えたけど、針でつきささ

れる感覚は残ってる。それでも、これまでは

五センチもささっていたのが一センチくらい

にはなった。 

 ふり返ったら、みんな氷りついてる。はね

飛ばした四人は、尻もちをついたまま。スカ

ートがまくれてパンツで直座りしてる子も。

ゆかがぬれてるから、しばらくは気持ち悪い

だろうなって、取るに足りない心配をして、

内心で苦笑する。 

 うん。サチはすっかり平常心を取りもどし

たぞ。 

 サチはみんなに背を向けて、い風堂々と立

ち去った。すっぱだかで変ちくりんな（サチ

はけっこう気に入ってる）名札のピアスをぶ

ら下げて、お股から血を流しながら背中はき

っとイナバの白ウサギみたいになってるだろ

うけど、それでも気分はい風堂々だった。  

 

 

リンチを志願  

 

 高用した気分は、教室で待っててくれたご

主人様に事のてん末を報告したら、ぺしゃん
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こになってしまった。 

「聡子をおこらせたのは、まずいな」 

 ご主人様は、けっこう深刻そうに考えこん

だ。 

「あいつの親父は町議会のハバツのリョウシ

ュウだからな。親が出て来たら、財界と政界

の対立になる」 

 小難しいどころか大難しいことを言ってる。

大だんな様からの受け売りだな。  

「とにかく、ガキのケンカで収めなくちゃ」 

 これは、良く分かる。 

「今日は、もういいから。明日にでも聡子に

土下座して謝れ」 

 なんでだよ――という反発は、ご主人様に

ではなく聡子に向かってる。 

「ご主人様の命令だから、そうしますけど…

…久保田さんも大野木さんも、サチに、はだ

かで学校に来るなとか、男子とエッチなこと

をするなと言ってます。それでも良いんです

か？」 

「ダメだ」 

 打てばひびくなよ。 

「それじゃ、どうすれば良いんですか？！」 

「聡子の気が済むまでリンチだかこらしめだ
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かのサンドバッグにされてろ」 

「そんな……」 

 セイサツヨダツと見捨てるのとはちがうっ

て、大だんな様に教えられたじゃないか。 

「救急車を呼ぶようなことになったら、親と

警察が出てくるぞって、言ってやれ。そう無

茶はしないさ」 

「…………」 

 やっぱり見捨てられた。そう思ったんだけ

ど、気づいてしまったんだ。半ズボンの前が、

これまで見たことがないくらい、もっこりな

んてものじゃなくて、はち切れそうになって

る。 

「サチがいじめられるのが、そんなに……」 

 言わずもがなってやつだな。  

「最近は、そうでもなかったんだけどな」  

 ご主人様がチャックを下げた。ビヨーンっ

て感じでオチンポが飛び出す。  

 放課後の教室でだれも居ないからって、な

んて大たんな――てのは、今さらだけど。サ

チとセックスするときより大きくなってる

（ように見える）のには、どぎまぎ。  

「サチが聡子たちにリンチされるって、レズ

でＳＭだろ。二重のエッチだ。想像しただけ
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で、こうなっちゃうんだよ」 

「…………」 

 形の上ではそうだろうけど。何かがちがう

と思う。だって、サチはちっともエツ逆しな

かったんだから……あれ？ なんだって、今

ごろになって、ぬれてくるんだよ。胸もきゅ

んきゅんしてくるし。 

「何年か前に大ズモウの順業が山の向こうに

来て、評判になっただろ。だけど、それより

盛り上がったのが、オレが一年のとき秋祭に

来た女ズモウだったな。オトナの女が、おっ

ぱい丸出し、フンドシ一本でスモウを取るん

だ。神社からはなれた場所で興行してたから、

屋台とかは少なくて、食べ物とお酒ばかり売

ってたな。見物客は男衆ばかりで……そうか、

あれはオレへの英才教育だったんかな」 

 エッチの英才教育なんて、あるもんか。  

「スモウ取りたって、デブばかりじゃないぞ」 

 ご主人様が、サチのはだかを今さらに見つ

めて。 

「せいぜいサチの三割増しくらいの、お姉さ

んなんだろうけど、まわりが大きなオバさん

ばかりだから、可愛い女の子にしか見えなか

ったな」 



- 104 - 

 

 どこまで話がとっ散らかるんだよ。ご主人

様のお言葉だから、おとなしく聞いてるって

わけでもなくて。女の人がはだかでスモウだ

なんて、ぞくぞくする。 

「トーナメントの後で負け残り戦てのがあっ

た。勝ちぬきじゃないぞ。勝つまで土俵から

降りれないんだ。相手は目方が倍以上のベテ

ランばかりだぞ。あせまみれ砂まみれになっ

て、最後は半泣きで投げ飛ばされてた」 

 相手がそんなに体格はちがわない男子だけ

ど、サチも似たようなことをされてるな。  

「全員に負けこしたバツで、フンドシも外し

てシコをふまされたっけ」 

 サチなんか、三対一の『再取組』とかオマ

ンコつなわたりとかだぞ。 

「その子も、けっこうきたえてたな。シコを

ふむ足なんか、ぴいんとのびて、頭の上まで

上がってた。だれも、足なんか見てなかった

けど」 

 ご主人様が、ふううっと貯め息をついた。

いつの間にかオチンポもおとなしくなってる。 

「だから、どんなふうにいじめられたか、く

わしく報告するんだぞ」 

 何が「だから」なんだか良く分からないけ
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ど、ご主人様の命令には絶対服従だ。まった

く気乗りはしないのに。きっと、また同じよ

うな（もっとひどい）ことをされるに決まっ

ているのに、腰のおくが熱くうずいてくる。  

「あ、そうだ。どうせ、次も女子便所だろう

な。一番おくは使用禁止だっけ」 

 便器をはめる穴の寸法をまちがえたので、

板をつぎ足してあったそうだ。それが長年（学

校の創立は戦前だぞ）の間にくさったかして、

今年の二月に便器がドボン。大人でも落ちて

しまいそうな大穴が空いた。どうせ来年には

簡易水洗に改築するんだからと、修理はしな

いで『使用禁止／つかうな』の張り紙だけ。

ほっとくと虫がわくし、生徒には危険だから

と、先生が当番になって週に一回だけそうじ

してる。 

「先回りして、かくれていよう」  

 うげ、しゅ味悪い。でも、ご主人様が見守

ってくれるのなら、ほんとに危険なときは止

めてくれるかな。何がほんとに危険
．．．．．．

か、きち

んと判断できるかあやしいけれど――いざと

なれば、大声で助けを求めればいいんだし。

そのためには、サルグツワをかまされないよ

うにだけは用心しなくちゃ。 
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 胸きゅんきゅんと腰だけじゃなくて、乳首

もコチンコもとんがってきちゃった。ご主人

様には気づかれなかった。これがイスに腰か

けてたりしたら、座面に染みが付いたりする

けど、こういうときはご主人様の前にひざま

ずいて開きゃくだから――やっぱり、ばれて

たかもしれない。 

 その日はヤジロベエのランドセル運びも道

草も無しで、どころかサチのランドセルをご

主人様が持ってくれて、取り巻きも校門で追

いはらって、お屋しきへ直行。ご主人様が教

員室の電話を借りて呼んでくれたお医者様は

先にとう着していて、サチが犬になる前に手

当てをしてくれた。 

 表白材で背中に火傷（？）してたけど、ご

く軽いから数日で治るし包帯もしなくてだい

じょうぶだった。メコ穴じゃなくて正しくは

チツに負わされた傷のほうが深刻だった――

というのは、ご主人様に言わせれば、だな。

一週間ほどは中を安静に
．．．．．

させなさいと、セッ

クスにドクターストップがかかったから。  

 結局、その期間は学校を休んだ。どうせ聡

子のリンチはオマンコをいじめるんだろうか

ら、安静じゃなくなるし。のほほんと過ごし
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といてから、「ごめんなさい、おわびにいじめ

てください」じゃサマにならない。  

 まあ、三日ばかりは、元から休ませるつも

りだったそうだ。というのは、参観日と父兄

面談日になってるから。サチのことは公然の

秘密というか暗もくのりょう解になってるけ

ど、だからこそ、サチたち三きょうだいとは

別の学年の親の中には、事情を知らない人も

居る（かな。あちこち引き回されてるのに）。

無用のし激はさけろと、大だんな様からご主

人様へのお達しらしい。 

 登下校の引き回しも学校でのサチ遊び（と

いう名前が定着した）も無し。そして、おく

様の犬あつかいもゆるくなった。 

「おまえのせいでだんな様にセッカンされた

アザも消えました。エサだけは元にもどして

あげます」 

 生ゴミを食わされずに、残り物をご飯もお

かずもひとまとめに洗面器へ放りこまれて。

手足の折りたたみはそのままだったから、文

字通りの犬食いだったな。でも、お腹をくだ

すことはなくなった。 

 考えてみれば、生ゴミを食わすのは残飯を

あてがうより手間だものな。まったく食えな
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い物は選り分けなきゃならないし、食中毒防

止に湯通ししなきゃならないし。一時のいか

りが収まったら、そこまで手間ひまかけて（る

のは、チヨお姉様）サチをいじめる根気は無

いってことか。ご主人様の熱意を――もちろ

ん、見習ってほしくはないけどな。  

 トイレなんて大した問題じゃないと、無理

にでも思いこめば――これまでに比べたら気

楽な暮らしかもしれないけど。めんどうな作

業も増えた。ムダ毛の処理。ご主人様がくれ

たカミソリじゃなく、毛ヌキを使えと、大だ

んな様から直々に言いつかった。  

 カミソリを使っていると、毛が太くこゆく

なっていくそうだ。それは、サチもいやだな。

逆に一本ずつぬいていると、毛根まで取って

しまうから、そのうちに生えなくなるそうだ。 

 ふつうは有る
．．

ものが無し
．．

になるのは、はず

かしいことかもしれないけれど。オマンコを

さらして（正確には、名札でかくして）大手

をふって（正確には、しばられているときが

多い）外を歩かされてるんだ。毛なんか、小

さな問題ですらない。それに――モジャモジ

ャとツルツルなら、ツルツルのほうが可愛い

ぞ。 
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 だけど。オマンコの毛って、万本単位らし

い。一本をぬくのに三秒としても、五万秒と

か十万秒。二十四時間不明不休でも、七万六

千二百秒。毎日根気良く続けるしかない。そ

れに、あせってたくさんぬいたら、はだが荒

れるだけじゃなくオデキになった。 

 オマンコの毛だけじゃなく、わきの下もす

ねもぬいてしまえというのが、大だんな様の

命令だった。 

 ご主人様と大だんな様の命令とが相反した

ら、サチはどうして良いか分からなくなるけ

ど、これはご主人様の命令に輪をかければ大

だんな様の命令になるから、なやむことはな

かった。ただ、まるまる一週間が、つぶれた

だけだった。これからも、ちまちまとつぶれ

るんだろうな。 

 サチが登校を許された――ていう言い方は

ちがうな。出来れば学校へなんか行きたくな

い。とも言い切れない。お屋しきに居る間は、

サチで遊んでくれるのは大だんな様とご主人

様だけだし、穴を使うばっかりで、痛いこと

やはずかしいことは、あまりしてくれない。  

 大だんな様がサチを使った後には、もれな

くおく様のセッカンが付いてくるけど、これ
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はなぜか、ちっともエツ逆しない。  

「今日のうちに、聡子をおこらせるんだぞ」  

 謝るけれど、行ないを改めたりはしないと

宣言して、リンチを受けろって意味。ご主人

様が喜ぶ（性的に大興奮する）んだから、サ

チはがんばるつもりだけど、やっぱり気が進

まないな。 

 聡子は女子で、腕力はサチ以下だと思う。

そんなやつにいじめられるなんて、いやだ。

そりゃ、親の六光りでサチを支配する資格は

あると思うけど……やっぱり、ご主人様とは

絶対に根本的に（男と女という意味じゃなく

て）何かがちがう。 

 ええい、考えても頭がこんぐらかるだけだ。

聡子だってバカじゃないだろう。内心の反発

をかくしての謝罪なんて、見破るだろう。そ

して、サチをリンチする。ご主人様の思わく

通りになるんだから、それでいいや。  

 というわけで。放課後に、聡子が親衛隊に

守られて教室から出ようとするところをねら

って、ろう下に土下座したんだ。  

「ごめんなさい。サチがまちがっていました。

許してください」 

 一同あっけに取られて。それでも聡子は、
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予定通りの反応をしてくれた。  

「そう。それじゃ、もう男子とエッチなこと

はしないでちょうだい。山持くんの言いつけ

だとしても、せめて水着で登校するとか、は

だかだけはやめてよね」 

 へええ、水着。それは考えたこともなかっ

たな。学校ならともかく、町中とかだったら、

すっぱだかよりはずかしいかも。なんて余計

なことは、後回し。 

「いやだよ」 

 男言葉で、きっぱりと。 

「服を着たら、名札のピアスがこすれて痛い

んだ。それに、男子がかまってくれるのが、

サチはうれしいんだ。聡子だって、男子にチ

ヤホヤされたいんだろ。サチの真似でもして

みろよ」 

 計算通り。青オニがハンニャの面をかぶっ

たおく様そっくりの形相になった――のは、

いっしゅんだけだった。すうっと、真っ白な

能面になった。 

「あなたは、痛いことやはずかしいことやエ

ッチなことをされると喜ぶ変態のま女だそう

ね。わざわざ喜ばせたりはするもんですか」 

 ご主人様だけでなく男子全員が言ってるん
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だから、そういうふうに誤解（でもない）さ

れても当然だな。でも、ま女
．．

って。生半可な

知識の見本だ。 

「どこまで、そんな態度を続けられるか、見

届けてあげるわ」 

 捨て台詞みたいなことを言って、うんと大

回りをしてサチをよけて、にげてった。 

 

 これにて一件落着――にはならなかった。

翌日から因質なイジメが始まった。  

 授業が終わっても教科書を出していたら。  

「あら、ごめんなさい」 

 わざとつくえにぶつかって、どさくさに教

科書をはたき落して。 

「きゃっ……」 

 通りかかりましたって顔で別の子が教科書

をふんづけて破ったり。 

 給食の配ぜんのときに、熱いおかずをわざ

とお股目がけてこぼされたり。パンを配り忘

れられたり、逆にみんながきらいな納豆とか

牛乳とかは、次から次へとおかわりさせられ

た。 

「先生。白江さんがいつも見学なのはかわい

そうです。いっしょに授業を受けさせてあげ
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てください」 

 体育にも強制参加させられて。ドッジボー

ルは集中こうげき。ランニングのときなんか、

となりの子がわざと腕を横にふって乳首の名

札をひじではじいたり、前の子がねらいすま

してコチンコの名札をはたいたり。  

 短きょり走のときは。 

「白江さんは足が速いからハンデね」  

 三つの名札に大きな目玉クリップを着けら

れて。ゆっくり走れば、すこしは楽なんだけ

ど、サチも意地になってきちんと全力しっ走

する。これ、痛いのより気持ち良いのが大き

かったな。 

 全部が聡子の悪意から発していることだけ

ど、女子にいじめられろっていうご主人様の

命令を実行してるんだと思えば、胸きゅんき

ゅんのお股じゅくじゅくになっちまう。短き

ょり走のときなんか、おもらししたみたいに

太腿がぬれちまった。 

 体育でのイジメは、たいていサチがエツ逆

しちまって、さすがにそれは女子に分かるか

ら、同じことは二度とされなかった。  

 でも、ランニングと短きょり走は、男子の

サチ遊びに採り入れられた。手で名札をはた
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くんじゃなくて木の棒とかこっそり持ち出し

た教べんを使ってくれたし、短きょり走は目

玉クリップが名札ひとつにつき三つとかに増

やしてくれた。 

 体育は良かった（かなあ？）し、教科書な

んか無くたって性どれいに学問は不要じゃな

いかと投げやりになってきてたし。給食では

いやがらせをされても、残飯をたらふく食え

た（サチは牛乳が好きだし、納豆だって平気

だ）から、我まんできたけど。いちばん困っ

たのはトイレ。 

 使わせてくれない。授業が終わったら、た

いていは三人くらいが交代でサチのつくえを

取り囲むか出入り口に立ちはだかって、サチ

をトイレに行けなくする。給食後の自由時間

は、二人くらいがトイレの前で見張り番。ケ

ンカすれば勝てるけど、ご主人様に禁止され

た。 

 何本も牛乳を飲まされてるから、我まんで

きるわけがない。給食後の自由時間に校庭の

すみで、こそこそと済ませ――たいのに。今

度は男子が付いてきて、真正面から見物しや

がる。立小便までさせられたぞ。ビビンチョ

だのバッチイだのはやし立てられても平気に
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なっちまった（ということにしておく）。  

 さいわいに、女子からのイジメは長く続か

なかった。イジメが終わったんじゃなくて、

学校が夏休みになったからだ。  

 そして夏休みは――男子にたくさんいじめ

られて可愛がってもらった。 
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